Ancient manuscripts of Buddhist temples belong to Jodo sect in Kyoto and Osaka district by 水野, 恭一郎 & 中井, 真孝
」京
畿
」淨
土
宗
寺
院
遺
文
三
〉
、
.
一
、
諸
寺
由
緒
.
.
・
清
淨
華
・院
(京
都
市
上
京
區
寺
町
通
廣
小
路
上
ル
北
邊
町
)
は
、
淨
華
院
と
略
稱
し
、
淨
土
宗
の
四
大
本
山
の
一
つ
で
あ
る
。
寺
傳
に
よ
る
と
、
・貞
觀
二
年
(
'清
和
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
慈
覺
大
師
が
開
基
し
た
禁
裏
内
道
場
に
は
じ
ま
り
、
天
暦
五
年
の
火
災
、
傷貞
元
元
年
の
震
災
で
諸
堂
が
破
損
し
た
が
、
い
ず
れ
も
直
ち
に
修
復
む
た
と
傳
え
る
。
承
安
五
年
、
高
倉
天
皇
が
法
然
上
入
に
就
姶
て
受
戒
し
、
當
院
を
上
人
に
勅
授
さ
れ
て
か
ら
は
、
四
宗
兼
學
を
改
め
、
淨
土
宗
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
『
山
城
名
勝
志
』
が
『後
愚
昧
記
』
お
よ
び
『眞
如
堂
縁
起
』
を
引
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
向
阿
是
心
(證
賢
)
を
事
實
上
の
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遒
文
(二
)
水
野
恭
一
郎
。
.
中
井
眞
孝
,
開
山
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
禮
阿
然
空
の
後
を
う
け
、
ち向
阿
が
都
に
教
線
を
張
っ
た
一
條
派
の
據
點
と
な
り
た
。
伏
見
天
皇
々
孫
の
敬
法
、
萬
里
小
路
仲
房
息
の
宗
玄
、
同
嗣
房
息
の
等
熙
が
相
つ
ぎ
住
す
る
に
及
び
、
大
い
に
寺
逕
は
隆
盛
に
向
い
、
一
宗
の
本
寺
た
る
地
位
を
確
立
す
る
に
至
ρ
た
。
等
熙
は
、
正
長
二
年
に
香
衣
被
着
を
許
さ
れ
(第
三
一二
號
文
書
)、
歿
後
の
寛
正
三
年
に
佛
立
惠
照
國
師
の
諡
號
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
」
『
清
淨
華
院
誌
要
』
は
生
前
の
文
安
三
年
正
月
十
一
日
に
國
師
號
を
賜
わ
っ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
等
熙
上
人
壽
像
賛
(第
二
號
文
童
δ
の
日
付
か
ら
推
測
し
た
も
の
で
、
『諸
宗
勅
號
記
』
所
載
勅
書
の
寛
正
三
年
八
月
十
二
日
付
が
正
し
い
。
そ
の
後
、
應
仁
の
戰
禍
を
蒙
り
、
灰
燼
に
歸
し
た
が
、
文
明
十
五
年
再
建
に
着
手
し
、
同
一=
五
十
九
年
に
竣
工
し
た
。
永
祿
元
年
、
三
休
は
紫
衣
被
着
の
綸
旨
を
賜
わ
っ
た
(第
六
號
文
書
)。
こ
の
こ
ろ
新
黒
谷
の
金
戒
光
明
寺
と
本
末
關
係
に
つ
い
て
紛
擾
が
繦
え
な
か
っ
た
が
(第
四
～
五
、
七
～
一
〇
號
文
書
)、
天
正
十
七
年
に
豐
臣
秀
吉
ら
の
裁
定
を
受
け
て
い
る
(第
一
七
～
八
號
文
書
)。
同
年
、
淨
華
院
か
ら
金
戒
光
明
寺
に
轉
晋
々
た
道
殘
は
、
金
戒
光
明
寺
の
興
隆
に
っ
と
め
、
淨
華
院
の
覊
絆
を
睨
し
よ
う
と
圖
り
、
後
に
金
戒
光
明
寺
が
淨
華
院
よ
り
獨
立
す
る
素
地
を
な
し
た
。
た
め
に
道
殘
は
淨
華
院
が
ら
≒
山
荒
の
道
殘
L
と
僭
惡
さ
れ
た
と
い
う
が
、
道
殘
と
淨
華
院
ど
の
微
妙
な
關
係
を
窺
う
文
書
が
數
點
あ
る
(第
一
六
、
+
九
～
二
一
號
文
書
)。
天
正
末
年
の
秀
吉
の
都
市
計
書
に
し
た
が
い
土
御
門
鳥
丸
か
ら
現
地
へ
移
轉
し
た
。
そ
の
後
、
寛
文
十
一
年
、
寳
永
五
年
、
天
明
八
年
、
明
治
二
十
二
年
と
數
度
の
祝
融
の
災
難
に
罹
り
、
堂
舍
を
焼
く
が
、
い
ず
れ
も
再
建
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
收
録
の
文
書
に
關
し
て
若
干
言
及
し
て
お
く
と
、
泣
不
動
尊
縁
起
は
繪
卷
物
と
詞
書
(第
三
五
號
文
書
)
と
が
別
箇
の
卷
子
に
な
っ
て
お
り
、
繪
卷
物
は
宅
間
法
眼
筆
を
狩
野
永
一一
一
六
納
が
臨
蟇
し
、
後
水
尾
天
皇
の
叡
覽
の
榮
に
浴
し
(第
三
〇
號
文
書
)、
つ
ψ
で
入
江
孝
治
の
手
に
渡
り
、
淨
華
院
に
寄
進
さ
れ
た
も
あ
で
あ
る
(第
三
一
號
文
書
)。
建
内
記
拔
書
(第
三
三
號
文
書
)
の
う
ち
、
正
長
二
年
六
月
十
一
日
條
は
西
『
大
日
本
古
記
録
』
の
刊
本
に
は
見
え
な
い
の
で
、
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
淨
華
院
に
は
縁
起
(由
緒
書
)
と
し
て
、
「本
山
清
淨
華
院
縁
記
」
「清
淨
花
院
之
由
記
」
「本
山
清
淨
華
院
記
録
」
の
三
種
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
比
較
的
史
料
價
値
の
高
い
後
者
を
の
み
收
録
し
た
(第
三
四
號
文
書
)。
こ
れ
は
主
と
し
て
等
熙
に
關
す
.る
古
記
録
を
貞
古子
元
年
に
集
成
し
、
'さ
ら
に
元
禳
六
年
に
蓮
池
堂
な
る
も
の
が
筆
寫
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
古
記
録
を
集
成
ま
た
は
筆
寫
す
る
際
に
、
原
文
ど
お
り
に
筆
録
し
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
た
と
え
ば
、
第
二
號
文
書
や
第
三
三
號
文
書
と
校
合
し
て
み
る
と
、
そ
の
杜
撰
さ
を
露
呈
し
て
い
る
し
、
等
熙
が
國
師
號
を
正
長
二
年
の
時
點
で
名
乘
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
淨
華
院
の
縁
起
は
こ
の
文
書
に
よ
る
し
か
な
い
の
で
、
あ
え
て
收
録
し
た
。
な
お
典
籍
の
後
跋
文
な
ど
は
今
(
回
省
略
渇
て
黔
く
。
佛
陀
寺
(京
都
市
上
京
區
寺
町
通
今
出
川
上
ル
鶴
山
町
)
は
、
『
雍
州
府
志
』
に
よ
る
と
、
村
上
天
皇
の
勅
に
よ
り
念
佛
講
を
修
し
、
朱
雀
止
皇
が
こ
の
寺
で
落
飾
さ
れ
た
と
あ
り
、
寺
傳
で
は
朱
雀
.膳
村
盡
兩
帝
老
開
基
と
な
し
て
い
る
。
そ
の
後
め
沿
革
牴
不
詳
で
あ
る
が
、
『
應
仁
蜜
記
』
に
應
仁
元
年
正
月
、
畠
山
政
長
の
執
事
郵
紳
保
宗
右
衛
門
尉
長
誠
が
政
畏
の
屋
形
の
前
な
る
佛
陀
寺
へ
立
籠
る
と
あ
る
。
『宣
胤
卿
記
』
永
正
十
五
年
七
月
十
七
日
條
に
は
、
佛
陀
寺
は
亂
後
に
邦
諌
(暁
堂
)
が
開
山
と
な
り
、
文
明
十
年
、
土
御
門
西
洞
院
に
建
立
と
あ
る
が
、
邦
諌
ほ
二
年
前
の
文
明
八
年
に
西
山
派
の
勅
願
所
の
綸
旨
を
賜
わ
っ
て
い
る
(第
一
號
文
書
)⑩
邦
諌
は
後
土
御
門
天
皇
の
歸
依
を
う
け
、
宮
中
で
阿
彌
陀
經
絶
往
生
禮
讃
竜
琶
.を
講
O
て
い
蔚
。
永
正
四
年
、
兵
鼠
の
た
め
に
燒
亡
し
た
が
、
、翌
年
(
正
孝
は
綸
旨
を
賜
い
、
一
條
の
地
に
再
興
し
て
い
る
(第
二
號
文
書
)。
天
正
の
末
年
、
現
在
の
地
に
移
轉
し
、
そ
の
後
は
萬
治
四
年
、
天
明
八
年
の
二
度
の
大
次
に
類
燒
七
て
い
る
。
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遐
文
(ご
)
源
聖
寺
ハ汰
阪
市
天
王
寺
區
下
寺
町
一
の
三
)
は
、
『
蓮
門
精
舍
舊
詞
』
に
、
深
蓮
瓧
遠
譽
上
人
荷
公
が
天
正
年
中
に
起
立
し
た
と
あ
る
。
「源
聖
寺
縁
起
」
(第
一
號
文
晝
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
西
成
郡
寺
嶋
に
あ
っ
て
西
岸
寺
と
稱
し
た
が
、
元
和
年
中
、
現
地
に
移
轉
し
、
源
聖
寺
と
改
稱
し
た
と
傳
え
る
。
時
宗
の
遊
行
上
人
'が
そ
の
廻
國
中
、
當
寺
に
寄
留
す
る
こ
と
は
、
本
山
知
恩
院
に
許
可
申
請
し
て
い
る
こ
ど
が
『
知
恩
院
日
鑑
』
に
も
載
っ
て
お
り
、
事
實
で
あ
り
、
興
味
深
い
。
な
お
當
寺
に
は
地
藏
菩
薩
講
の
開
講
叙
文
が
あ
る
が
、
本
稿
に
は
收
録
し
な
か
っ
た
。
二
、
諸
寺
遣
文
清
淨
華
院
文
書
〔
一
〕
向
阿
上
人
讓
状
讓
與
黒
谷
上
人
御
作
阿
彌
陀
如
來
形
像
奉
納
厨
子
右
就
淨
華
院
依
正
傳
持
之
次
第
、
可
相
傳
之
歌
如
件
、
二
一
七
建
武
三
年
二
月
廿
九
日
'
沙
門
向
阿
授
玄
心　　
　
　
ζ
'
(
花
押
)
ピ
(裏
書
)
(紛
)
　
マ
こ
汽
雌
壹
卷
篝
休
代
分
失
シ
キ
所
、
慶
安
ご
季
彌
月
、
堺
下
シ
折
:
節
3
末
寺
還
誓
源
寺
住
持
指
上
故
、
如
先
例
灸
寳
箱
納
者
也
、
、
一
亠《
事
乏
録
也
广
殴
」
.
、
B
・
,
・
く
.
慶
安
二
季
,
、州
・
`
四
十
三
代
、
,
-
.琶・
…
・
五
月
十
三
日
良
故
/
(
壺
印
)
」
'
流
〔
ご
凵
等
熙
土
人
壽
像
賛
、
-、
ヨ
(
僧
脱
力
)
淨
華
第
離
世
松
林
栖
賢
安
養
院
乏
等
熙
任
上
汰
壽
像
賛
議
.
・
深
松
林
手
訟籏
根
於
黒
谷
鴇
∴
刻
蓮
計
蟹
ハ
時
漏
於
淨
聾
毒
上
正
覺
・場
成
正
覺
、
・誠
珠
無
叢
『
安
心
起
行
欲
生
成
我
國
、
.則
我
國
不
遐
、
寳
瓶
貯
八
功
徳
水
、
獲
之
釋
迦
、
、
一
朝
國
師
ハ
恩
衣
色
以
映
肩
上
袈
裟
、
甞
其
法
乳
者
衆
多
、
、空
群
之
龍
種
威
生
渥
淫
、
因
誦
一
偈
日
、
,
門
,讃
揚
難
畫
籌
河
沙
一
二
八
利
劍
光
明
笑
莫
耶
、
一
到
彌
陀
安
養
界
元
來
是
我
法
王
家
文
安
三
犀
正
月
十
プ
日
(
時
房
)
内
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
(朱
印
)
〔
三
〕
秀
馨
上
人
書
状
本
寺
住
務
之
儀
、
雖
不
相
應
之
子
細
候
、
應
勅
定
三
ケ
年
致
其
沙
汰
候
、
今
日
以
來
令
退
院
候
、
門
中
被
相
談
、
、後
住
之
儀
可
有
奏
聞
候
、
恐
々
謹
言
、
冫
゜
∵
之
正
月
八
日
`
、
秀
馨
(花
押
¥
-
寺
官
申
〔
四
〕
-
金
戒
光
明
寿
制
法
評
.
(端
裏
書
)
「
東
掌
僣
信
(花
押
)
當
住
僭
玉
み
花
押
)
」
定
金
戒
光
明
寺
制
法
之
事
、
一
、
.勤
行
不
退
之
事
、
琺
度
如
嗣
々
,
、
」
、
∴
一
、
於
口
論
之
輩
者
、
双
方
共
可
令
離
寺
事
、
一
、
不
可
令
客
僣
居
住
之
事
、
一
、
不
可
他
宿
事
、
一
」
不
可
令
女
人
通
夜
之
事
、
一
、
循
他
所
之
削
導
可
停
止
事
、
i
.、
二
,、
一
、嚇.葬
禮
拝
作
善
等
常
住
之
外
、
雖
爲
{,入
不
可
執
行
之
事
、
一・、
見
宅物
可
停
止
之
事
y
、
皆
,、
、
、
一
、
.出
月
忌
等
日
中
已
前
可
歸
寺
事
v
.
一
、
内
外
共
可
着
用
袈
裟
事
黛
一
、
於
諸
事
可
啓
案
内
本
寺
事
、
右
件
之
条
慈
さ
於
違
背
之
輩
者
、
爲
役
者
早
可
令
注
進
、
若
不
然
者
、
可
爲
同
罪
者
也
、
い
,
,
㌻
、
)
天
斈
辛
葦
査
其
㌦
書
群
(蕪
∀
無
量
壽
院
藁
.
お
r
、
`
∵
辱
・
・
良
育
(花
押
)
古
市
豐
前
守
・
陸
則
(花
押
)
,.
〕二
上
越
前
守
'
・
弗
高
盛
(花
押
)
〔
五
〕
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
當
院
末
寺
新
黒
谷
事
、
前
住
申
定
法
度
之
處
、
悉
背
之
條
、
近
年
雖
致
儀
繦
、
以
妙
心
院
懇
望
之
旨
、
令
赦
冤
候
處
、
無
程
不
及
一
言
案
内
、
他
門
長
老
居
置
住
持
云云
、
然
從
往
古
閣
本
寺
相
計
之
段
無
之
旨
依
届
之
、一
則
追
出
彼
長
老
訖
、
所
詮
爲
本
院
諸
末
寺
等
如
先
々
進
止
不
可
有
相
違
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、
、
.
(中
沢
光
俊
)
天
文
十
七
年
十
二
月
十
五
日
掃
部
助
(花
押
)
°
(
松
田
盛
秀
)
樹
馬
守
汽
花
押
)
°
淨
花
院
雜
掌
.'
.
、
.
ゴ,'
押
`
〔
六
〕
正
親
町
天
皇
綸
旨
宜
令
着
紫
衣
、
耀
宗
門
光
華
、
提
緇
林
覺
蘂
者
、
依
天
氣
執
逹
如
件
永
祿
元
年
十
月
二
日
右
中
辨
(花
押
)
'
淨
華
院
三
休
上
人
御
房
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
文
(二
)
i;二
九
〔
七
〕
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
淨
華
院
塔
頭
、
同
諸
末
寺
、
新
黒
谷
住
持
職
、
衆
信
并
灸
寳
出
入
等
事
、
先
御
代
任
御
下
知
之
旨
、
爲
本
院
彌
進
止
不
可
有
相
違
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、
(中
沢
光
俊
)
永
碌
貳
年
十
デ
月
十
四
日
左
衛
門
尉
(花
押
)
(諏
訪
晴
長
)
・
信
濃
守
(花
押
)
當
院
雜
掌
,
〔
八
〕
伊
勢
貞
孝
書
状
(
止
)
新
黒
谷
住
持
職
之
事
、
任
御
下
知
之
旨
、
本
寺
被
進
士
之
勤
行
并
興
隆
之
儀
、
可
爲
肝
要
候
、
若
衆
僣
之
間
違
背
在
之
者
、
可
令
追
放
之
旨
、
可
串
付
之
候
、
恐
々
敬
白
、
十
月
廿
二
日
貞
孝
(花
押
)
淨
花
院侍
者
御
中
〔
九
〕
伊
勢
貞
孝
書
状
二
二
〇
新
黒
谷
之
儀
、
任
今
度
御
下
知
并
寺
家
法
度
之
旨
、
諸
事
堅
可
被
申
付
事
肝
用
候
、
徇
蜷
川
道
運
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、
十
二
月
廿
五
日
貞
孝
ハ
花
押
)
淨
花
院侍
者
御
中
〔
一
〇
〕
金
戒
光
明
寺
衆
僣
連
到
状
踟○
折
糸
今
度
制
札
錢
・
箭
錢
其
外
禮
錢
共
二
入
申
候
間
、
各
借
錢
之
事
、
本
寺
之
儀
を
請
加
連
到
、
田
地
貳
段
書
入
申
候
、
此
上
ハ
違
亂
　
マ
こ
煩
輩
申
有
間
敷
候
、
雲
西
上
人
(花
押
)
道
三
(花
押
)
眞
教
(花
押
)
淨
玖
(花
押
)
善
玉
(花
押
)
眞
賢
(花
押
)
栖
久
(花
押
)
西
怨
(花
押
)
西
珍
(花
押
)
道
照
(花
押
)
西
林
(花
押
)
眞
宗
(花
押
)
慶
胤
(花
押
)
西
玉
(花
押
)
等
翼
(花
押
)
西
熏
(花
押
)
西
蓮
(花
押
)
西
徳
(花
押
)
當
寺
衆
分
一
人
も
不
相
殘
連
到
仕
候
、
永
祿
十
一
年
新
黒
谷
十
一
月
十
五
日
貞
運
(花
押
)
淨
花
院御
役
者
ま
い
る
壽
徳
庵
龍
泉
院
御
兩
三
人
參
〔
一
一
〕
朝
倉
義
景
寄
進
状
今
度
者
御
下
向
、
本
望
之
至
候
、
仍
此
持
蓮
華
、
貴
院
自
先
師
雖
宗
淳
感
得
候
、
爲
寺
家
末
代
之
靈
寳
、
令
寄
進
候
、
委
曲
小
泉
藤
左
衛
門
尉
・
堀
李
右
衛
門
尉
可
申
候
、
恐
惶
謹
言
、
五
月
十
五
日
義
景
(花
押
)
進
上
京
畿
淨
土
宗
寺
院
逡
文
(>>)
淨
華
院
(
切
封
ウ
ハ
童
目
)
「
朝
倉
進
上
淨
華
院
義
景
」
〔
一
二
〕
前
田
玄
以
書
状
⑳
折
糸
當
寺
依
爲
勅
願
所
、
寄
宿
以
下
可
令
冤
除
之
旨
、
叡
慮
之
条
、
自
今
以
後
不
可
有
別
條
之
状
、
如
件
、
天
正
十
一
十
二
月
廿
日
玄
以
(花
押
)
淨
花
院役
者
中
〔
一
三
〕
正
親
町
天
皇
綸
旨
勅
願
所
淨
花
院
之
内
無
量
壽
院
事
、
當
院
塔
頭
無
紛
處
、
別
勅
願
所
申
請
之
儀
、
先
度
無
勅
許
之
處
、
重
而
申
掠
段
曲
事
之
由
、
(毀
)
被
仰
出
候
、
所
詮
香
衣
等
被
召
返
上
者
、
綸
旨
悉
被
成
奇
破
聞
、
衆
僭
中
不
可
有
同
座
候
、
獪
諸
門
徒
諸
末
寺
、
國
々
江
堅
可
相
ご
一二
觸
之
由
者
、
依
天
氣
執
達
如
件
、
天
正
七
年
二
月
廿
臼
右
少
辨
(花
押
)
淨
花
院
方
丈
〔
西
〕
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
即
折
糸
山
城
國
ii
中
村
内
五
拾
石
事
、
遣
之
訖
、
全
可
寺
納
候
也
、
、天
正
十
三
-
(秀
吉
)
十
一
月
廿
一
日
(朱
印
)
淨
花
院
、
〔
一
五
〕
前
田
玄
以
書
状
即
折
糸
於
田
中
淨
花
院
へ
被
遣
候
御
朱
印
之
通
、
御
帳
可
有
御
引
渡
候
、
爲
其
使
僣
被
越
候
、
恐
々
謹
言
、
ぱ
民
法
十
一
月
廿
七
日
,
・
、
玄
以
(花
押
)
松
彌
左
さ
ま
二
ご
二
人
々
御
申
〔
一
六
〕
道
殘
上
人
筆
聖
教
目
録
(ウ
ハ書
)
「聖
教
之
目
録
淨
華
院
」
聖
教
之
目
録
拾
餘
抄
別
紙
ナ
リ
九
卷
三
卷
不
足
追
案
問
答
抄
十
卷
全
部
玄
義
之
口
筆
五
卷
全
部
序
分
善
見
聞
一
卷
定
善
義
見
聞
口
筆
一
卷
全
部
散
善
義
見
聞
口
筆
,三
卷
全
部
,'
選
擇
聞
書
"
、
二
卷
餘
不
足
、
`
深
信
下
別
紙
也
一
卷
決
答
口
筆
一
卷
己
上
三
十
三
卷
從
石
茘
取
上
收
是
糺
畢
、
干
碇
天
正
十
六
三
月
二
日
道
殘
(花
押
)
疆
之
慰
淨
課
L
黒
谷
へ
預
リ
申
、
燵
二
當
院
へ
歸
可
申
者
也
、
聖
敏
之
目
録
濛
土
論
蓉
向
註
讒
同
記
雇
蹈
土
宗
腰
環
四
卷
蓉
坏
足
君
警
義
一卷
'
序
分
義
般
靄
.
蓉
瑞
憾
一
卷
定
善
義
記
三
卷
全
部
散
善
義
記
三
卷
全
部
序
文
義
記
二
巻
不
足
法
蔓
讃
記
三
卷
全
部
般
舟
讃
記
一n倦
'
觀
念
法
門
記
二
卷
全
部
安
樂
亀
轡
同
記
二
卷
要
文
問
答
抄
、四
卷
全
部
、
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
丈
(二
)
罪
輻
因
縁
集
二
卷
、不
足
本
朝
文
枠
一
卷
鐐
不
足
鬱
經
讒
黠
隸
已
上
五
十
卷
開
山
上
人
從
石
賜
取
上
收
是
糺
也
、
替
地
之
名
號
一
枚
起
請
文
此
兩
種
我
等
命
絡
後
、
本
山
へ
歸
可
申
候
、
于
碇
天
正
十
六
三
月
二
日
道
殘
(花
押
)
選
釋
全
部
寄
進
證
人
住
持
天
應
(花
押
)
正
覺
寺
越
繭
府
中
松
林
院覆
者
中
參
謬
、
、
,
,
.
、
.
、
〔
一
七
〕
後
陽
成
天
皇
女
房
奉
書
.
(端
裏
書
r
　
)
飫
正
#
L
(今
度
)
(淨
華
・
院
)
(黒
谷
)
(關
こ
ん
と
し
や
う
げ
ゐ
ん
と
く
ろ
た
に
と
め
申
ふ
ん
の
事
、
く
わ
ニ
ニ
三
白
)
(民
部
法
刈
印
)
ん
は
く
殿
ヘ
ミ
ん
ふ
ほ
う
ゐ
ん
候
て
、
お
ほ
せ
わ
け
ら
れ
候
て
、
(末
寺
)
く
ろ
た
に
、
し
や
う
け
ゐ
ん
の
ま
つ
し
に
、
か
た
く
う
ち
つ
き(住
申
候
ま
丶
ち
や
う
ら
う
の
ほ
ら
れ
候
て
、
く
ろ
た
に
の
ち
う
持
)
寺
に
す
わ
ら
れ
候
へ
と
、
さ
う
く
申
く
た
さ
れ
候
へ
く
候
、
(切
封
)
ま
て
の
こ
う
ち
(
マ
・
)
左
大
辨
相
將
と
の
へ
〔
一
八
〕
萬
里
小
路
充
房
書
状
當
院
與
新
黒
谷
申
分
之
儀
、
以
民
部
卿
法
印
、
關
白
殿
被
途
御
糺
明
之
處
、
既
淨
花
院
理
運
無
紛
上
者
、
新
黒
谷
之
事
、
如
先
々
可
爲
當
院
之
末
寺
候
由
候
、
然
者
急
度
有
上
洛
、
新
黒
谷
住
持
職
等
堅
可
被
申
付
旨
、
被
仰
出
候
、
恐
々
謹
言
、
(天
正
十
七
年
)
(万
里
小
路
)
充
房
(花
押
)
四
月
十
一
日
淨
華
院
道
殘
上
人
御
房
〔
一
九
〕
道
殘
上
人
置
文
⑳
折
糸
-
二
二
四
　　
　
此
御
奉
書
者
、
天
口
拾
七
年
之
春
、
淨
花
院
新
黒
谷
と
本
末
相
論
叡
黔
薩
黥
講
於
相
國
寺
鴨
籠
兩
度
之
裁
許
、
重
而
於
聚
樂
夘
月
十
日
二
被
途
對
決
、
淨
花
院
理
運
依
無
紛
、
彼
地
入
院
之
旨
被
仰
出
御
奉
書
也
、
則
五
月
八
日
二
令
入
院
、
然
者
黒
谷
之
寺
家
大
破
に
付
而
、
方
丈
致
上
葺
、
改
古
今
　
　
カ
　
之
[
口
凵
条
々
法
度
式
口
申
定
者
也
、
爲
後
證
、
淨
花
院
二
納
之
畢
、
前
淨
花
院
天
正
拾
七
當
住
金
戒
光
明
寺
六
月
十
五
日
道
殘
(花
押
)
〔
二
〇
〕
金
戒
光
明
寺
道
殘
上
人
書
状
當
寺
香
衣
參
内
之
儀
、
爲
御
綸
旨
料
米
拾
石
貴
院
江
相
渡
可
申
候
、
則
御
綸
旨
御
奉
書
御
調
可
給
候
、
當
寺
住
持
職
之
儀
者
、
可
致
相
談
候
、
左
樣
候
者
、
御
綸
旨
之
あ
て
所
之
儀
、
可
爲
如
申
定
候
、
右
之
趣
衆
中
以
談
合
如
此
候
、
仍
如
件
、
爲
香
錢
百
疋
、
松
林
院
へ
五
拾
疋
た
る
へ
く
候
、
天
正
十
七
年
九
月
十
九
日
淨
花
院役
者
申
金
戒
光
明
寺
住
道
殘
(花
押
)
〔
一二
〕
金
戒
光
明
寺
衆
僣
連
署
書
状
當
寺
香
衣
參
内
之
事
、
當
住
道
殘
和
尚
御
定
付
而
、
從
貴
院
御
馳
走
可
有
之
由
候
、
然
者
御
綸
旨
料
と
し
て
米
拾
石
貴
院
へ
相
渡
可
申
候
、
左
樣
候
者
、
御
綸
旨
并
御
奉
書
御
調
候
而
可
給
候
、
御
傳
奏
者
可
爲
万
里
小
路
殿
樣
候
、
此
上
者
向
後
之
儀
別
而
申
談
、
少
如
在
存
間
敷
候
、
爲
其
如
斯
候
、
仍
如
件
、
松
林
院
爲
馳
走
五
十
疋
可
進
候
、
-
天
正
拾
八
年
-
夘
月
八
日
精
玉
(花
押
)
順
貞
(花
押
)
西
林
(花
押
)
詛
翁
(花
押
)
玉
翁
(花
押
)
洞
眞
(花
押
)
慶
讃
(花
押
)
春
諦
(花
押
)
栖
賢
(花
押
)
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
文
(二
)
善
慶
(花
押
)
傳
顧
(花
押
)
春
喜
(花
押
)
淨
花
院衆
中
〔
二
二
〕
萬
里
小
路
充
房
書
状
今
度
者
泰
童
參
内
之
儀
、
相
調
珍
重
候
、
以
來
も
從
黒
谷
參
内
候
者
、
如
恒
例
自
當
院
可
有
同
道
候
、
此
由
寺
家
へ
も
可
被
申
事
專
要
候
、
恐
々
謹
言
、
九
月
十
八
日
充
房
(切
封
ウ
ハ
書
)
「松
林
院
西
堂
充
房
御
房
」
〔
二
三
〕
萬
里
小
路
充
房
書
状
西Q
折
糸
黒
谷
門
徒
安
養
院
、
御
綸
旨
女
房
奉
書
相
調
進
之
候
、
黒
谷
へ
可
有
御
屆
候
也
、
九
月
廿
六
日
充
房
松
林
院御
房
二
二
五
ご
丶
、
〔
ご
四
〕
萬
里
小
路
充
房
書
状
、
.
以
上
黒
谷
門
徒
淨
樂
寺
、
御
綸
旨
女
房
奉
書
相
講
進
之
候
、
黒
谷
江
可
有
御
屆
候
也
、
九
月
廿
七
日
:
一
ー
3
充
房
松
林
院
,
、
御
房
・
(
二
五
〕
後
陽
成
天
皇
綸
旨
越
前
國
府
申
正
覺
寺
存
雄
長
老
、
・奉
書
申
掠
、
背
本
慧
依
惡
事
、
(
毀
)
香
衣
召
上
、
綸
旨
被
成
寄
破
之
間
い
,諸
末
寺
僭
、
不
可
致
同
座
、
堅
諸
國
可
相
觸
之
由
者
、
依
天
氣
執
達
如
件
、
慶
長
七
年
九
月
廿
五
日
右
中
辨
(花
押
)
淨
花
院方
丈
}lt1六
片
二
六
〕
鳥
丸
光
廣
書
状
尚
々
、
爲
見
候
哥
仙
三
十
六
枚
共
二
定
家
卿
之
正
筆
、
本
鱗
渡
之
奉
看
、候
薫
心
瑠
可
申
込
魘
返
御
札
過
分
存
候
、
先
刻
者
首
尾
能
御
臥
見
相
濟
、
忝
存
候
、
隨
而
宿
所
之
儀
、
任
來
意
、
玄
蕃
殿
次
第
に
可
仕
候
、
御
年
寄
衆
も
其
定
御
座
候
由
承
屆
候
、
獪
以
參
様
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、
正
朔
廿
吾
光
匿
ゲ
タ
き
　
蒼
轡
譌
臨L巳
滋
〔
二
七
〕
徳
川
家
康
黒
印
状
山
城
國
田
中
村
之
内
五
拾
石
之
事
、
宛
行
訖
、
全
可
院
納
者
也
、
仍
如
件
、
、
)
順
、
.
,
、
(家
康
)
元
和
元
年
七
月
廿
七
日
(黒
印
)
淨
花
院
'
〔
二
八
〕
徳
州
秀
忠
朱
印
状
山
城
國
田
中
村
之
内
五
拾
石
事
、
任
去
元
和
元
年
七
月
廿
七
日
先
到
之
旨
、
全
寺
納
彌
不
可
有
相
違
者
也
、
(秀
忠
)
一知
和
三
年
七
月
廿
一
日
(朱
印
)
淨
花
院
〔
二
九
〕
清
淨
華
院
靈
寳
目
録
本
山
淨
華
院
靈
寳
之
目
録
一
、
過
去
七
佛
舍
利
一
、
戒
灌
頂
之
寳
瓶
一
、
釋
尊
藕
糸
之
袈
裟
(邃
)
右
唐
朝
道
遂
和
爾
被
傳
佛
法
於
傳
教
大
師
、
爲
證
據
以
此
三
種
之
法
寳
付
屬
太
師
者
也
、
京
畿
淨
土
宗
寺
院
逡
文
(二
)
一
浅
天
台
菩
薩
戒
儀
、
良
惠
眞
筆
井
式
目
黒
谷
古
本
一
、
慈
覺
大
師
入
唐
之
時
、
從
文
殊
菩
薩
慈
覺
傳
受
之
袈
裟
一
、
後
白
川
法
皇
御
筆
彌
陀
之
名
號
一
、
淨
土
五
組
御
影
、
俊
乘
坊
歸
朝
之
時
、
、奉
元
租
上
人
、
少
゜
康
筆
迹
也
、
一
、
金
色
之
名
號
、
元
詛
眞
蹟
也
一
、
從
上
人
入
道
熊
谷
給
御
筆
状
一
、
熊
谷
以
聖
光
坊
元
租
被
露
状
一
、
上
人
自
作
之
守
本
尊
井
代
々
付
屬
之
記
有
持
一
、
元
租
御
自
作
自
蓮
華
へ
午
て
N
但
末
代
證
據
記
文
在
之
一
、
元
祀
自
嗇
之
鏡
影
像
(
珠
)
一
、
元
詛
上
人
所
持
之
念
殊
但
御
代
々
天
子
御
相
傳
、
國
師
記
在
之
一
、
三
部
妙
典
、
叡
空
眞
蹟
也
二
二
七
但
御
代
々
法
皇
御
持
經
、
依
爲
勅
願
所
在
之
一
、
元
祀
御
袈
裟
一
、
同
三
衣
一
鉢
一
、
元
租
上
人
御
骨
一
、
聖
光
上
人
傳
法
之
授
手
印
、
眞
筆
一
、
向
阿
上
人
傳
法
之
授
手
印
、
眞
筆
一
、
惠
照
國
師
影
像
一
、
國
師
往
生
至
要
決
一
、
國
師
御
袈
裟
、
拜
受
稱
光
院
殿
一
、
良
忠
上
人
起
請
文
一
、
増
上
縁
義
、
是
心
上
人
眞
筆
一
、
是
心
鳴
不
動
影
像
、
木
像
在
之
一
、
傳
教
慈
覺
護
摩
之
炭
舍
利
一
、
來
迎
如
來
、
惠
心
眞
筆
一
、
善
光
寺
如
來
、
惠
心
眞
筆
一
、
牛
玉
、
後
白
川
法
皇
行
幸
當
院
時
、
至
庭
上
牛
頭
ヨ
リ
此
玉
出
現
、
記
在
之
二
二
八
右
淨
華
院
什
物
、
雖
深
秘
襲
而
容
易
不
能
顯
焉
、
如
舊
記
目
録
歴
覽
矣
、
特
淨
華
院
者
勅
願
所
也
、
故
不
堪
辭
讓
、
爲
末
代
染
禿
毫
者
也
、
(
マ
・
)
慶
安
二
丑
乙
年
五
月
廿
吾四
十
三
代
之
職良
故
(花
押
)
役
者
松
吟
是
宗
良
喜
〔
三
〇
〕
梅
小
路
定
矩
書
状
(禮
紙
切
封
ウ
ハ
毳目)
「狩
野
縫
殿
助
梅
小
路
三
位
」
先
度
宅
間
泣
不
動
之
繪
一
卷
、
被
備
法
皇
叡
覽
候
處
、
御
感
被
覺
召
候
、
世
間
希
有
之
名
書
候
故
、
則
其
方
令
騰
寫
候
様
被
仰
出
候
處
、
早
速
遂
寫
功
獻
上
候
事
、
御
機
嫌
不
斜
候
、
別
而
能
相
似
候
御
沙
汰
候
、
宅
間
眞
筆
者
返
被
下
候
、
珍
奇
永
代
之
重
寳
、
彌
以
可
爲
秘
藏
候
也
、
九
月
三
日
定
矩
〔
三
一
〕
入
江
孝
治
書
状
即
折
系
口
状
今
度
泣
不
動
尊
之
繪
傳
一
卷
、
令
寄
附
候
、
永
當
寺
之
可
被
秘
寳
藏
候
、
此
一
軸
之
儀
者
、
狩
野
永
納
所
持
候
處
、
有
子
細
當
家
へ
讓
リ
受
、
年
來
納
匣
藏
候
得
共
、
枩
林
院
主
依
御
取
持
令
奉
納
候
、
努
々
他
論
不
可
有
候
、
若
難
澁
之
儀
申
輩
於
有
之
者
、
何
方
迄
も
罷
出
、
埓
明
可
申
候
、
以
上
、
入
江
内
藏
介
七
月
廿
日
・
孝
治
(花
押
)
淨
花
院御
役
者
中
〔
三
二
〕
良
故
上
人
書
状
(別
筆
)
已
上
「
住
持
添
状
文
章
」
香
衣
出
世
之
事
、
遂
奏
聞
候
所
、
忝
成
勅
許
被
下
御
綸
旨
并
奉
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
文
(二
)
書
相
渡
候
、
謹
而
拜
領
可
有
頂
戴
候
、
彌
眞
俗
繁
茂
此
時
候
、
重
而
可
被
遂
參
内
者
也
、
亥
方
丈
十
月
三
日
良
故
(花
押
)
勅
願
所
淨
華
院
正
覺
寺
長
老
〔
三
三
〕
建
内
記
拔
書
蜑
院
内
相
府
御
記
云
醸
難
鰍
覦
日
淨
華
院
長
老
等
熙
上
人
香
衣
着
用
事
、
爲
門
徒
之
懇
款
、
予
依
當
寺
之
由
緒
執
申
入
之
處
、
今
朝
三
寳
院
准
后
披
露
、
蒙
裁
許
、
云
當
時
云
後
代
、
一
室
之
眉
目
此
事
也
、
時
房
執
申
之
条
無
相
違
、
面
目
此
事
也
、
今
夕
向
門
跡
之
時
、
准
后
承
之
、
直
罷
向
寺
院
、
示
住
持
觸
門
徒
早
、
早
令
着
用
、
可
參
室
町
殿
之
由
指
南
了
、
此
事
廬
山
寺
者
西
山
之
一
流
也
、
鹿
苑
院
殿
御
代
、
勤
渡
唐
御
使
之
時
、
被
聽
香
衣
、
干
今
住
持
之
人
着
用
也
、
淨
華
院
者
鎭
西
一
流
之
正
脉
也
、
而
依
無
扶
持
之
人
衣
鉢
似
有
勝
劣
、
爲
上
人
上
足
之
弟
子
、
聖
光
上
人
之
禀
承
、
臭
于
他
處
、
不
便
ご
二
九
之
上
、
戒
法
又
黒
谷
一
流
正
統
也
、
元
應
法
勝
已
着
之
、
是
又
參
帝
師
之
故
歟
、
等
熙
上
人
者
稱
光
院
御
知
識
也
、
其
寄
尤
重
者
哉
、
誰
謂
非
據
矣
、
彼
是
有
存
旨
執
申
早
、
無
爲
自
愛
々
々
、
住
持
令
迷
惑
、
衆
僣
令
歡
喜
者
也
、
雖
非
可
依
衣
裳
、
添
世
俗
之
信
仰
、
爲
勸
若
輩
之
稽
古
也
、
可
云
興
隆
之
因
縁
者
哉
、
前
住
定
玄
上
人
、
予
叔
父
也
、
蒙
毎
事
之
扶
助
、
養
育
無
比
類
、
聊
似
報
彼
恩
姦
、
…
…
野
定
玄
夫
嘉
父
御
自螢
おホ
　
先
公
御
弟
也
、
當
住
上
人
等
熙
者
?
定
門
者
敬
法
上
人
之
弟
子
、
定
玄
上
人
之
同
寮
也
、
戒
法
井
.住
持
附
屬
者
、
定
玄
上
人
之
所
許
授
也
、
由
緒
之
鰲
此
、
…
…
野
宀
同
御
記
云
噂
f
ノ
`
寝
正
長
二
年
六
月
+
百
頗
天
晴
、參
室
町
殿
躔
陽
有
御
對
面
、
淨
華
院
長
老
香
衣
事
、
執
申
入
之
處
、
上
裁
無
相
違
、
忝
畏
入
之
旨
申
入
之
、
門
徒
面
々
畏
申
旨
同
申
入
之
、
早
令
着
用
可
參
上
之
旨
申
了
由
言
上
了
、
時
宜
快
然
、
喜
挽
之
外
無
他
、
三
寳
院
准
后
滄
息
、
加
銘
迭
寺
家
、
可
爲
後
代
之
重
寳
之
故
也
、
二
一二
ρ
今
日
時
房
先
參
申
、
畏
申
候
條
可
然
候
之
旨
、
昨
旧
帯
談
候
處
、
以
九
日
々
次
、
有
彼
書
状
也
、
傳
申
賢
長
僭
正
之
處
、
有
直
書
者
也
、
'
三
寳
院
隹
后
伏
-淨
華
院
長
老
香
衣
着
用
事
、
無
相
違
之
条
、
一
宗
之
光
華
、
諸
人
美
談
族
歟
へ
眞
實
々
々
珍
重
喉
、
殊
御
執
建
之
眉
目
、
し
旁
吉
兆
千
万
候
、
兼
又
可
被
申
入
御
禮
事
、
尤
可
然
候
、
可
被
獻
御
劍
事
、
可
被
略
之
条
、
宜
候
哉
、
事
々
獪
以
參
會
可
申
承
候
、
恐
々
謹
言
、
六
月
九
日
…
'
到
万
里
小
路
大
納
言
殿
三
寳
院
准
后
滄
息
如
此
候
、
加
銘
進
置
候
、
可
爲
寺
門
之
重
寳
候
歟
、
今
日
時
房
參
事
、
申
談
之
處
、
可
然
之
由
指
南
候
間
、
參
仕
候
、
御
沙
汰
之
次
第
畏
申
入
候
、
門
徒
面
々
畏
申
・
候
趣
、
同
申
入
了
、
早
々
御
着
用
可
有
參
上
旨
言
上
候
き
、
旁
快
然
珍
重
、
歡
喜
之
外
無
他
候
、
事
々
獪
期
參
拜
候
、
恐
惶
敬
白
、
六
月
十
一
日
r
・
冨
㌶
時
房
,
淨
花
院
・
-
侍
者
御
中
、依
戒
法
之
師
匠
禮
節
如
此
〔
三
四
〕
清
淨
華
院
由
緒
書
本
山
清
淨
華
院
記
録
"
勅
願
所
淨
花
院
尋
藍
觴
、
慈
覺
大
師
草
創
、
鎭
護
國
家
之
道
場
、
顯
密
薫
修
の
聖
跡
、
禁
申
御
持
佛
堂
、
寔
覺
大
師
其
姓
者
壬
生
氏
、
野
の
下
州
都
賀
郡
の
人
な
り
、
昔
登
叡
嶽
與
傳
教
悗
而
、
覺
觀
傳
敏
の
風
儀
、
教
は
仁
の
見
二器
量
一加
鐘
愛
、
数
に
以
止
觀
大
法
之
妙
惠
、
亦
弘
傳
三
諦
不
生
不
寂
の
旨
ヲ
、
日
本
將
來
内
外
典
籍
爲
、汁
無
不
學
謂
フ
、
子
時
承
和
二
年
、
枕
膝
語
日
、
汝
入
唐
求
法
せ
よ
ど
夢
告
あ
り
タ
」
、
夢
中
に
何
人
そ
と
問
ヘ
ハ
、
山
王
紳
主
と
告
た
り
き
、
故
に
五
年
六
月
二
十
三
日
上
第
一
舶
、
七
月
二
日
唐
國
楊
州
着
海
陵
縣
、
求
法
の
後
量
三
千
大
千
世
界
智
也
、
五
臺
山
の
道
邃
和
爪何
、
、
圓
仁
問
訊
す
、
子
時
淨
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
文
(二
)
影
寺
授
傳
し
、
得
念
誦
・
經
書
・
道
具
等
五
百
五
十
九
卷
二
十
一
種
、
帝
都
去
歸
本
邦
、
其
年
春
唐
船
從
越
州
赴
日
本
着
太
宰
府
、
承
和
十
四
年
丁
夘
幗
仁
表
進
所
得
經
書
、
左
大
丞
律
善
男
～
監
護
法
吏
、
仁
壽
元
年
文
徳
天
皇
へ
五
臺
山
の
以
⇒
念
佛
三
昧
之
法
づ
大
裏
に
し
て
論
法
せ
よ
と
の
勅
許
成
被
下
た
り
、
最
參
角
於
二冷
泉
院
南
殿
一ゐ
て
念
佛
道
場
莊
嚴
結
構
し
て
、
㌧彌
陀
如
來
の
因
位
法
藏
の
昔
よ
り
正
覺
成
等
の
今
、
始
本
無
二
の
淨
刹
　
　
　
究
竟
し
宀
誓
願
四
十
八
共
に
成
就
読
て
、ド
汝
人
往
生
反
成
男
子
の
願
ま
て
す
み
や
か
に
読
候
時
キ
は
、
上
仙
洞
國
母
斜
簾
中
の
貴
女
最
哉
、
大
臣
諸
卿
不
殘
、
一
天
下
此
旨
に
婦
し
終
彌
陀
の
誓
願
不
唱
者
な
き
と
口
遊
し
き
、
貞
觀
元
年
嵐
ハ
菩
薩
説
け
り
、
二
季
大
皇
大
后
藤
順
子
受
三
摩
耶
戒
、
天
長
以
後
者
叡
山
北
躙
に
し
て
結
草
庵
屏
居
ス
、
然
所
に
文
徳
天
皇
勅
シ
テ
召
シ
出
シ
給
ヒ
、
仁
壽
四
年
四
月
任
延
暦
寺
座
主
、
余
シ
以
後
清
和
天
皇
御
宇
貞
觀
二
季
庚
辰
事
始
大
門
に
お
ひ
て
四
家
大
寺
御
建
立
可
有
御
願
勅
定
成
給
て
、
四
家
東
大
寺
・
興
輻
寺
・
山
門
・二
二
井
四
百
八
墮
宇
錘
込
メ
、
本
院
號
号
清
淨
花
院
號
灘
灘
二
一三
発
窺
變
默
謝
ド
鸛
臺
是
勅
号
た
裂
院
内
地
行
之
事
者
、
上
川
崎
よ
り
下
秋
野
之
町
、
貞
觀
五
年
癸
未
成
就
せ
り
、
其
冬
本
山
移
慈
叡
房
、
密
印
灌
頂
清
淨
臺
場
結
構
し
、
諸
門
徒
引
て
同
音
に
念
唱
阿
彌
陀
の
号
不
紹
し
、
同
六
年
季
甲
申
初
春
十
四
日
、
西
方
合
掌
シ
テ
光
明
遍
照
の
文
唱
、
世
界
と
云
に
う
つ
り
不
給
、
端
坐
の
儘
に
し
て
寂
後
を
と
り
き
、
歳
七
十
一
、
是
は
藤
順
子
家
の
記
文
如
本
寫
早
ヌ
、
本
山
涅
槃
院
之
同
房
覺
性
房
御
所
御
日
記
入
道
本
空
予
高
祀
源
空
和
爾
記
高
倉
院
御
宇
承
安
五
季
の
春
、
元
詛
御
歳
四
十
三
、
北
黒
谷
を
(青
)
出
給
て
吉
水
に
住
し
給
、
此
山
は
聖
蓮
院
殿
山
た
り
、
慈
鎭
和
爾
は
九
条
家
た
り
、
故
に
月
輪
殿
と
御
一
家
な
る
ゆ
へ
に
、
東
山
を
御
あ
つ
け
に
よ
り
て
住
み
給
て
、
專
修
一
行
の
念
佛
門
を
二
三
ご
ひ
ら
き
、
是
を
ひ
ろ
め
、
是
を
行
せ
し
、
た
と
ヘ
ハ
衆
星
の
北
辰
に
歸
し
、
万
流
東
海
に
宗
す
る
か
こ
と
し
、
ま
れ
に
道
を
問
者
に
ハ
し
め
す
に
西
方
を
お
し
へ
、
た
ま
く
行
を
蕁
ぬ
る
人
に
ハ
さ
つ
く
る
に
念
佛
を
以
て
す
、
破
戒
罪
根
の
出
離
爰
に
極
り
、
愚
痴
淺
識
の
往
生
い
ま
は
し
め
て
あ
ら
は
る
、
む
へ
な
る
か
な
や
、
我
本
因
地
以
念
佛
心
入
無
生
忍
今
於
此
界
攝
念
佛
入
(
土
蛻
)
歸
於
淨
と
得
、
更
に
誰
人
か
た
の
ま
む
、
是
則
念
佛
往
生
の
法
を
以
て
順
次
の
出
離
を
勸
あ
給
事
は
、
近
ハ
ニ
尊
の
御
本
意
に
叶
ひ
、
遠
ハ
十
方
の
證
誠
を
期
す
、
專
修
の
お
し
ヘ
ハ
在
生
の
内
に
五
畿
七
道
に
み
ち
、
一
心
一
向
の
勸
化
在
世
の
簡
に
六
十
餘
州
に
あ
ま
ね
し
、
上
人
常
に
人
々
に
む
か
ひ
て
唱
へ
給
ひ
し
文
云
、
汝
好
持
是
語
、
持
是
語
者
、
印
是
持
無
量
壽
佛
名
と
、
上
人
和
し
給
へ
る
詞
ニ
ハ
、
名
號
を
聞
と
云
フ
共
信
せ
す
ハ
聞
か
さ
る
か
こ
と
し
、
た
と
ひ
信
す
と
い
ふ
と
も
唱
へ
す
ハ
信
せ
さ
る
か
こ
と
し
、
唯
タ
常
に
念
佛
す
へ
.し
と
そ
仰
せ
ら
れ
け
る
、
抑
天
台
山
ハ
桓
武
天
皇
の
御
願
、
傳
教
大
師
の
草
創
、
鎭
護
國
家
の
炎
場
、
顯
密
薫
修
の
聖
跡
也
、
大
師
權
者
の
相
承
、
化
度
(
瘤
)
利
生
の
方
便
は
申
に
及
ハ
す
、
千
觀
・
惠
心
・
僣
賀
・
寛
印
等
の
道
心
者
各
々
本
宗
を
な
け
捨
て
、
一
向
に
念
佛
の
F一
門
を
ひ
ろ
め
、
爰
我
か
法
然
上
人
顯
密
權
實
の
教
釋
を
さ
し
お
ひ
て
、
至
ル
所
偏
に
本
願
稱
名
の
出
要
を
勸
め
給
に
、
多
ハ
叡
山
の
月
よ
り
出
て
、
樂
邦
の
風
を
望
み
給
へ
る
、
此
化
導
を
聞
及
む
人
誰
か
稱
名
の
行
に
物
う
く
、
預
往
生
の
こ
丶
ろ
を
ゆ
る
く
せ
ん
や
、
手
時
高
倉
天
皇
御
受
戒
、
同
き
歳
の
夏
、
上
人
を
大
内
に
め
さ
れ
て
、
一
心
の
妙
戒
を
授
さ
せ
給
ぬ
、
階
下
の
卿
相
、
簾
中
の
貴
女
共
に
戒
徳
を
貴
、
同
し
戒
香
に
薫
せ
す
と
云
事
な
し
、
後
白
河
法
皇
に
し
て
説
戒
往
生
要
集
御
聽
聞
、
後
白
河
法
皇
院
宣
成
給
て
、
此
度
戒
徳
き
こ
し
め
さ
れ
け
る
に
、
昔
天
竺
に
し
て
ハ
佛
法
を
読
て
中
天
宣
示
す
一
字
不
読
の
會
坐
も
是
か
と
の
院
宣
た
り
き
、
次
法
住
寺
殿
に
お
ひ
て
往
生
要
集
談
せ
し
め
給
に
、
往
生
極
樂
の
教
門
ハ
濁
世
末
代
の
目
足
な
り
、
道
俗
貴
賤
誰
か
歸
せ
さ
ら
ん
物
と
侍
り
け
る
よ
り
、
御
心
肝
に
め
い
し
て
今
始
て
き
こ
し
め
さ
る
丶
や
う
に
御
感
涙
は
な
は
た
し
、
仍
而
左
京
權
大
夫
隆
信
の
朝
臣
に
仰
て
上
人
の
眞
影
を
圖
し
て
、
末
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
文
(二
)
三
士
二問
堂
代
の
規
模
に
蓮
花
王
院
の
寳
藏
に
お
さ
め
ら
れ
け
る
、
故
に
仁
(富
)
和
寺
の
法
親
王
師
範
に
め
さ
れ
け
る
、
八
條
院
准
后
宮
井
殷
幅
門
院
・
宣
陽
門
院
・
七
條
院
・
大
臣
諸
卿
戒
文
の
受
者
、
念
佛
に
歸
依
し
給
ぬ
、
ゆ
へ
に
一
天
念
佛
の
行
者
滿
み
て
り
、
其
上
於
一上
西
門
院
一
説
戒
の
時
ハ
蚰
生
レ
天
叟
、
上
人
七
日
読
戒
給
時
か
ら
か
き
の
下
に
一
の
蚰
わ
た
か
ま
れ
り
、
更
に
は
た
ら
か
す
し
て
聽
聞
の
氣
色
あ
り
、
結
願
の
日
に
あ
た
り
て
此
蚰
忽
に
死
て
け
り
、
其
頭
ニ
ツ
ニ
わ
れ
て
中
よ
り
も
天
人
の
こ
と
く
な
る
貴
女
顯
れ
出
て
、
上
西
門
院
の
房
の
傍
に
形
を
見
せ
て
、
雲
を
は
る
か
に
登
り
け
り
、
寔
に
聞
法
の
得
盆
ハ
末
代
に
も
よ
ら
す
、
法
然
房
の
徳
に
あ
ら
す
ハ
い
か
て
か
如
レ
此
奇
瑞
や
、
希
代
の
美
談
な
り
と
て
時
の
人
申
あ
へ
り
、
法
花
經
に
お
ひ
て
龍
女
成
佛
の
事
は
南
方
無
苦
世
界
に
行
て
薩
捶
の
引
導
に
よ
り
て
八
歳
の
龍
女
成
佛
せ
り
、
今
此
龍
蚰
忽
に
説
戒
七
日
、
其
功
徳
深
厚
タ
リ
、
蚰
當
座
に
天
上
の
善
果
を
と
け
た
る
事
を
、
皆
人
不
審
し
て
戒
徳
の
ふ
か
き
ゆ
へ
か
、
法
然
上
人
の
徳
の
ゆ
へ
か
、
不
思
儀
な
り
け
る
と
申
侍
り
き
、
な
ら
ひ
に
建
久
九
年
正
月
よ
二
三
三
◎
り
以
來
、
極
樂
の
荘
嚴
化
佛
菩
薩
を
拜
見
し
給
夏
常
に
あ
り
、
、
彼
三
昧
發
得
の
次
第
者
自
筆
に
し
る
し
置
給
へ
る
を
、
御
存
生
の
間
ハ
秘
藏
し
て
世
人
に
し
ら
せ
給
す
、
沒
後
に
や
う
や
く
流
布
す
る
所
な
り
、
高
野
山
僭
都
明
遍
遁
世
後
、
号
空
阿
彌
陀
佛
、
披
見
し
て
隨
喜
の
涙
を
な
か
し
て
け
り
、
彼
自
筆
の
記
日
、
生
年
六
十
六
、
建
久
九
年
戊
午
正
月
一
日
、
恒
例
の
七
日
の
念
佛
是
を
始
て
行
に
、
一
日
明
相
少
現
し
て
自
然
に
甚
明
な
り
、
二
日
ニ
ハ
水
相
現
し
自
然
に
成
就
す
、
都
て
七
箇
日
の
中
に
瑠
璃
の
地
い
さ
こ
か
あ
ぢ
は
れ
{
二
月
四
日
の
朝
重
て
又
現
す
、
正
月
一
日
よ
り
二
月
七
日
に
至
ル
迄
テ
沸
、水
相
寳
地
寳
樹
寳
池
宮
殿
等
の
五
觀
現
す
、
是
則
毎
日
七
万
遍
の
念
佛
不
退
の
徳
歟
、
昔
於
上
西
門
院
仙
洞
門
跡
准
后
宮
々
、
最
大
臣
諸
卿
共
に
上
人
を
召
請
し
給
て
読
法
の
時
、
水
精
を
觀
念
し
給
ヘ
ハ
水
を
涌
し
、
火
精
觀
念
な
し
給
ヘ
ハ
火
を
出
シ
給
キ
」
是
時
御
し
や
く
を
な
け
紿
ひ
て
上
人
を
拜
し
給
き
な
り
黛
是
ハ
備
阿堂
両豕
の
記
に
阯慥
に
見
へ
た
り
、
源
智
勢
觀
房
手
跡
寫
す
所
な
り
、
此
當
流
直
傳
ハ
選
擇
集
と
云
文
に
極
俊
た
り
噛
月
輪
殿
下
願
主
蔑
顯
光
院
に
し
て
述
作
也
、
正
長
二
仲
夏
日
,
堤
か
鸚
轜
鯲
鰾
坤
卸
畝
轆
鴆
門
徒
中
二
一二
四
5
佛
立
惠
照
國
師
予
者
是
後
圓
融
院
ρ
後
小
松
院
・
稱
光
院
殿
迄
三
朝
の
戒
師
た
り
、
等
煕
を
あ
ら
た
め
給
ひ
て
佛
立
惠
照
國
師
に
成
給
時
、
乞
願
我
元
租
の
源
空
大
師
に
成
給
ふ
へ
き
と
逹
而
途
奏
聞
タ
リ
、
雖
然
時
傳
奏
上
意
の
趣
申
出
さ
れ
ぎ
一
法
然
の
御
房
在
世
の
本
意
、
尼
入
道
の
無
智
の
輩
に
同
し
て
ヒ
書
留
て
、
無
極
の
道
心
者
堅
固
た
り
、
高
倉
院
從
本
此
御
沙
汰
候
て
、
望
あ
ら
ハ
出
世
の
儀
、
勅
許
成
可
被
下
與
、
御
意
の
時
も
上
人
の
被
申
き
ハ
勅
定
・
院
宣
そ
む
き
た
て
ま
つ
る
に
似
た
り
と
い
へ
と
も
、
邃
而
辭
申
さ
れ
た
り
、
此
度
等
煕
よ
り
強
而
於
御
訴
訟
者
、
、源
空
惹
天
下
大
和
尚
無
極
道
心
者
と
勅
定
成
被
下
銃
、
此
儀
菩
薩
号
よ
り
一
か
と
勝
に
て
あ
り
巻
と
時
の
公
家
不
殘
申
さ
れ
候
き
、
其
上
に
て
予
ニ
ハ
佛
立
惠
照
國
師
を
給
な
り
、
從
今
我
宗
門
之
紫
衣
香
衣
、
此
寺
發
り
な
り
、
'末
學
徳
あ
る
者
着
用
す
へ
し
、
此
方
丈
者
諸
色
御
赦
免
の
室
也
、
從
天
下
無
論
豆
馬
,億
而
如
件
、
.正
長
二
行
夏
日
.
惠
照
國
師
万
里
小
路
時
房
記
文
寫
早
件
、
、
、
正
長
二
行
夏
日
、惠
照
國
師
院
内
中
江
昔
淨
花
院
者
慈
覺
大
師
草
創
也
、
清
和
天
皇
御
勅
願
所
な
り
～
今
時
褻
廢
し
て
千
分
一
に
お
と
ろ
へ
、
い
に
し
ヘ
ハ
北
白
川
川
崎
よ
り
南
者
秋
野
迄
、
西
ハ
大
内
裏
に
り
丶
き
東
賀
茂
川
隰
迄
テ
、
院
内
者
四
百
院
、㌧
寺
領
ハ
都
・
鳥
羽
・
山
さ
き
・
伏
見
v
町
々
は
女
中
方
の
げ
に
ぴ
と
こ
ろ
な
0、
、
是
を
女
申
君
寄
附
せ
り
馬
上
よ
り
ハ
宇
治
郷
茶
薗
迄
御
施
入
た
り
、
天
下
よ
り
ヅ
國
之
内
、一
郡
亠
庄
そ
れ
7
＼
に
領
地
の
ほ
と
に
し
た
か
ひ
給
ひ
、
所
薩
蠢
に
入
置
・
國
々
記
不
殘
雜
夢
に
あ
り
・
四
家
の
大
寺
の
學
領
へ
右
之
内
配
分
し
て
取
蔓
ス
リ
キ
、
近
ギ
と
こ
ろ
な
れ
バ
・
江
州
よ
り
志
賀
゜
高
嶋
つ
ぎ
龝
す
・
壑
亂
龝
申
.
大
野
二
郡
、
越
申
能
州
一
庄
一
郷
皆
入
た
り
、
寺
官
領
唯
今
ハ
宇
治
茶
薗
・
伏
見
に
も
少
分
あ
り
、
丹
波
に
も
一
庄
二
庄
あ
り
、
旦
く
小
目
録
、
衆
僣
雜
章
を
入
て
評
定
入
蔓
也
、
如
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
文
(二
)
自
然
此
寺
退
轉
之
時
は
三
寳
院
殿
江
申
逹
、
其
上
公
方
へ
達
し
て
、
万
里
小
路
承
觸
寺
町
、
寺
の
沙
汰
可
被
申
事
也
、
公
方
よ
り
御
取
次
以
、
從
上
御
建
立
之
寺
な
り
、
如
二先
規
舊
記
・
禁
中
日
次
一途
奏
聞
、
御
建
立
可
柑
待
事
、
出
世
忽
時
茂
方
丈
之
沙
汰
、
公
方
三
寳
院
受
御
上
意
、
万
里
小
路
寺
町
へ
ふ
れ
事
を
お
さ
め
申
事
、
專
要
二
候
、
,
・
正
長
二
行
夏
日
惠
照
國
師
是
ハ
家
の
記
録
な
り
靈
寳
傳
教
慈
覺
兩
大
師
渡
シ
給
ふ
第
=
二
種
、.
一.釋
尊
伽
梨
衣
、
二
過
去
七
佛
舍
利
、
三
戒
灌
頂
之
水
瓶
、
是
大
師
歸
朝
之
時
、
從
五
臺
山
道
邃
受
て
渡
給
禁
中
御
佛
具
、
依
是
寺
御
建
立
鋤
座
し
て
、
寳
物
此
寺
へ
入
置
給
ぴ
、
干
今
無
相
邁
可
爲
犬
事
也
、
'
ご
一二
五
正
長
二
行
夏
日
惠
照
國
師
予
元
租
法
然
上
人
所
持
道
具
不
知
數
、
亦
夫
上
人
自
筆
自
作
之
物
は
、
第
一
金
色
名
號
、
替
の
地
の
名
號
、
御
書
七
ケ
問
答
、
選
擇
集
下
書
、
顯
光
院
よ
り
此
寺
江
參
候
金
剛
寳
戒
血
脉
の
譜
、
戒
儀
叡
山
北
躙
黒
谷
の
古
本
、
大
原
對
決
の
記
、
天
下
智
識
歸
伏
の
證
文
、
明
遍
僭
都
へ
示
し
の
文
章
、
慈
鎭
和
徇
と
兩
吟
の
詩
歌
兩
筆
の
物
、
天
台
四
教
名
目
、
上
人
經
論
書
籍
亂
本
數
卷
あ
り
、
聖
光
授
手
印
良
忠
手
跡
亂
て
ア
リ
、
一
枚
之
滄
息
三
紙
あ
り
、
聖
光
江
遣
シ
キ
選
擇
下
書
あ
り
、
其
上
自
作
之
阿
彌
陀
之
像
、
不
動
、
舍
利
、
持
蓮
花
自
作
也
、
惣
而
大
蔓
の
靈
寳
、
箱
之
叟
ハ
松
林
院
・
無
量
壽
院
此
家
に
沙
汰
可
申
也
、
土
藏
ハ
不
斷
光
院
・
智
惠
光
院
よ
り
さ
は
き
可
申
也
、
江
州
坂
本
法
藏
院
書
籍
藏
ハ
觀
音
寺
可
守
護
也
、
從
昔
例
如
此
、
天
台
一
代
書
物
藏
七
間
四
方
、
持
來
之
道
具
皆
以
此
藏
に
あ
り
、
寺
官
篩
々
法
藏
院
へ
可
見
舞
者
也
、
正
長
二
行
夏
日
惠
照
國
師
二
三
六
惣
而
上
人
一
代
の
自
筆
の
隻
ハ
、
覺
長
入
道
依
代
官
徳
穿
鑿
以
テ
不
殘
入
置
物
也
、
詩
歌
之
本
ハ
我
家
に
多
ク
預
置
也
、
覺
長
封
の
儘
有
也
、
正
長
二
行
夏
惠
照
國
師
其
外
勅
筆
の
物
、
最
灸
物
三
十
三
種
あ
り
大
事
た
り
、
目
録
時
房
筆
も
あ
り
正
長
二
行
夏
惠
照
國
師
三
幅
一
つ
い
唐
物
繪
、
一
行
の
墨
跡
、
徑
山
唐
僣
筆
、
我
家
よ
り
入
置
物
也
、
勅
封
の
物
は
各
別
秘
密
の
物
也
、
惠
照
國
師
釋
尊
正
覺
の
逍
具
有
ル
山
な
れ
ハ
、
四
家
の
大
寺
一
宇
中
あ
る
ゆ
へ
に
、
念
佛
興
行
之
導
師
源
空
上
人
江
淨
花
院
御
預
の
上
、
十
二
光
院
建
立
し
給
て
、
上
人
流
罪
の
時
迄
、
小
松
の
御
所
此
寺
か
け
て
居
給
き
な
り
、
別
而
者
上
人
開
闢
の
寺
な
き
事
也
、
如
ご
舊
itna
1見
合
て
可
レ
知
者
也
、
正
長
二
行
夏
日
惠
照
國
師
大
鐘
な
ら
す
へ
か
ら
す
、
町
人
引
導
な
き
寺
也
、
住
持
の
廟
を
ハ
池
上
可
立
、
向
阿
の
山
也
、
向
阿
上
人
此
寺
住
侶
す
き
て
池
上
に
す
ミ
給
て
詠
歌
あ
り
、
、池
か
み
に
我
た
に
住
は
よ
し
水
の
な
か
れ
の
末
は
た
へ
し
と
そ
お
も
ふ
と
な
さ
れ
た
り
、
秀
逸
無
比
類
御
歌
也
、
三
部
抄
之
作
者
、
元
三
井
寺
の
禪
師
、
大
機
發
明
之
先
逹
た
り
、
當
院
五
世
之
和
徇
た
り
宀正
長
ご
行
夏
日
惠
照
國
師
住
持
の
古
又
ハ
上
よ
り
御
定
を
可
待
也
、
良
忠
御
堂
關
白
家
也
Y
(柄
)
尤
元
租
御
慈
母
皇
孫
末
也
、
身
か
ら
能
を
住
持
に
可
定
給
也
、
寺
偲
ハ
寺
そ
た
ち
な
ら
て
ハ
内
陳
へ
不
入
事
二
候
、
六
位
を
か
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
文
(二
)
け
す
候
ヘ
ハ
御
使
の
事
な
ら
す
候
ヤ
ゆ
へ
に
地
下
ハ
な
ら
す
候
レ
予
ハ
是
一
門
の
端
、
時
房
は
兄
、
上
へ
近
き
ゆ
へ
に
、
出
世
被
成
下
た
り
、
如
件
、
正
長
二
行
夏
惠
照
國
師
寺
領
旦
く
な
か
ら
も
都
合
し
見
れ
ハ
、
今
も
物
の
な
る
事
ハ
俵
數
一
山
へ
二
万
二
千
程
あ
り
と
見
へ
た
り
、
小
目
録
雜
章
四
人
の
家
に
記
ハ
あ
り
、
大
事
二
ぜ
よ
、
正
長
二
行
夏
日
.
惠
照
瓰
師
於
一
天
下
我
念
佛
宗
出
世
の
始
、
宜
ハ故
如
何
た
れ
ハ
後
圓
融
院
・
後
小
松
院
・
稱
光
院
三
朝
迄
御
戒
師
範
ゆ
へ
、
御
衣
折
々
膝
行
し
て
拜
領
す
、
金
地
き
む
ら
ん
衣
、
出
世
し
て
寺
入
の
時
は
御
衣
を
可
被
掛
也
、
建
聖
院
内
府
之
記
于
時
大
納
言
正
長
二
季
六
月
九
日
二
三
七
勅
願
所
淨
花
院
等
熙
和
街
紫
衣
着
用
之
事
、
爲
門
徒
懇
款
、
予
依
當
寺
由
緒
執
申
入
之
處
、
今
朝
三
寳
准
后
披
露
、
蒙
裁
許
之
闘
、
當
時
云
、
後
代
一
室
之
眉
目
此
隻
也
、
時
房
執
申
條
無
相
違
面
目
此
古又
也
、
今
夕
向
門
之
時
、
准
后
承
之
、
直
向
寺
院
示
住
持
觸
門
徒
早
、
早
令
着
用
可
參
室
町
殿
之
旺
指
南
早
ヌ
、
御
代
(鰌
簷
之
御
使
時
被
聽
香
衣
・
子
今
住
持
之
人
着
用
歟
、
夫
亦
淨
花
院
者
鎭
西
一
流
之
根
元
正
脉
、
源
空
舊
跡
也
、
無
扶
持
之
仁
、
衣
鉢
似
有
勝
劣
、
爲
上
足
聖
光
上
人
禀
承
、
昊
干
佗
所
不
頓
戒
法
亦
整
之
正
統
也
・
四
家
大
責
藷
モ
法
性
モ
已
,一着
レ
之
、
是
亦
ダ
參
戒
師
故
歟
、
等
熙
三
代
之
御
師
範
也
、
最
重
キ
者
哉
、
誰
謂
服
レ
虚
、
彼
是
有
存
旨
執
申
早
、
無
爲
自
愛
、
住
持
令
迷
惑
、
衆
僣
令
歡
喜
者
也
、
雖
非
依
衣
裳
、
添
世
、俗
信
仰
若
輩
之
稽
古
哉
、
前
住
定
玄
上
人
者
予
叔
父
也
、
蒙
毎
年
之
扶
助
、
養
育
無
比
類
、
聊
似
報
彼
恩
考
蛭
、
已
下
略
之
、
定
玄
上
人
租
父
御
息
、
先
公
之
御
弟
也
、
當
住
上
人
等
煕
者
敬
法
和
徇
大
曾
正
之
弟
子
、
定
玄
僣
正
之
同
寮
也
、
戒
法
井
住
持
、附
屬
者
定
立
所
授
也
v
由
緒
之
趣
如
件
、
已
下
略
之
、
二
三
八
禁
中
日
次
之
記
録
傳
奏
万
里
小
路
時
房
手
跡
寫
正
長
二
季
六
月
日
惠
照
國
師
同
記
文
正
長
二
歳
改
暦
號
謂
永
享
元
己
酉
歳
也
異
之
公
方
正
長
二
季
丙
戍
天
晴
、
參
室
町
殿
植
唖
如
例
有
御
對
面
、
淨
花
院
長
老
紫
衣
香
之
事
執
申
入
之
處
、
上
裁
無
相
違
忝
畏
入
之
旨
申
入
皐
、
早
令
着
用
可
參
上
之
旨
申
入
候
由
言
上
畢
ヌ
、
時
宜
快
然
、
畏
悗
之
外
無
佗
、
三
寳
院
准
后
滔
息
、
加
銘
迭
寺
家
、
可
爲
後
代
之
重
寳
故
也
、
今
日
時
房
先
參
申
畏
軋
之
條
可
然
旨
、
昨
日
申
談
之
處
、
以
日
次
彼
有
書
状
也
、
傳
申
候
、
賢
長
僣
正
之
本
二
有
直
書
者
也
上
ノ
記
旨
時
房
三
寳
院
准
后
之
状
淨
花
院
長
老
紫
衣
着
用
隻
、
無
柑
違
之
條
、
一
宗
之
光
花
、
諸
人
之
美
談
候
歟
、
眞
實
々
々
珍
重
候
、
殊
二
御
執
達
之
眉
目
、
旁
々
吉
兆
千
万
候
、
兼
又
可
被
申
入
御
禮
之
事
、
最
可
然
候
、
可
被
獻
御
劍
夏
宜
候
哉
、
事
々
爾
以
參
會
可
申
承
候
也
、
謹
言
、
六
月
九
日
丁
三
寳
院
准
后
(
マ
・
)
賢
長
僣
正
到
淨
花
院
傳
奏
,
万
里
小
路
内
府
號
建
聖
院
三
寳
院
准
后
滄
息
如
此
候
、
加
銘
進
置
候
、
可
爲
寺
門
之
重
寳
候
欺
、
今
日
時
房
參
事
申
談
之
所
、
可
然
之
由
指
南
候
間
、
參
仕
候
、
御
沙
汰
之
次
第
畏
入
候
、
門
徒
面
々
二
被
畏
申
候
趣
同
申
入
早
、
早
々
御
着
用
可
有
參
上
之
旨
、
言
上
候
き
、
旁
々
快
然
、
珍
重
歡
喜
之
外
無
佗
候
、
事
々
獪
期
參
拜
候
、
恐
惶
敬
白
、
正
長
二
季
六
月
九
日
時
房
到
勅
願
所
,
・
淨
華
院
方
丈
侍
者
中
帝
皇
依
戒
法
師
範
之
禮
篩
如
件
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
fi
(
C11)
村
上
天
皇
淨
華
院
御
再
興
、
其
藍
觴
清
和
天
皇
爲
御
願
給
慈
覺
大
師
滋殯
趺
粫
鰍
轆
願
伽
筋
辱
戴
姓
臓
む
碗
馼
托
髄
飆
}謬
叱
穢
歸
朝
以
來
御
歸
依
、
上
御
建
立
、
四
家
大
寺
一
山
中
二
建
而
、
以
テ
四
家
大
衆
天
下
御
所
薦
懈
怠
有
問
敷
所
、
天
災
業
歟
、
天
暦
五
辛
亥
春
、
一
山
燒
滅
、
殘
十
分
三
、
同
歳
再
始
、
次
歳
壬
子
御
再
建
成
就
、
事
更
以
先
御
建
立
、
御
不
足
山
門
二
王
門
中
京
建
秋
野
通
、
毘
沙
門
寳
塔
上
京
川
崎
、
一
切
經
藏
新
御
建
立
、
六
波
羅
寺
御
建
立
、
空
也
上
人
御
草
創
、
其
次
歳
癸
丑
丹
波
穴
穂
觀
音
像
淨
華
成
、
世
尊
入
滅
千
九
百
二
年
目
、
二
千
歳
之
釋
迦
甲
申
二
月
一
日
ヨ
リ
舎
利
會
執
行
、
此
寺
ニ
テ
御
追
善
行
た
り
、
圓
融
院
御
　
ロ
　
カ
　
宇
貞
元
丙
子
八
月
十
五
未
曾
有
大
地
震
、
本
堂
藥
師
如
來
像
十
二
神
共
.一
物
不
レ
殘
失
墜
た
り
、
此
時
茂
如
本
禁
中
御
再
興
、
治
承
西
庚
子
歳
遷
都
輻
原
御
之
時
茂
、
幅
原
へ
從
禁
中
御
沙
汰
可
有
御
座
所
二
、
都
不
動
故
、
万
代
末
迄
茂
院
號
殘
候
者
、
從
上
御
取
立
之
寺
無
紛
所
也
、
數
度
世
亂
之
時
燒
失
、
百
分
一
茂
不
殘
、
門
碇
院
數
八
十
三
、
十
ご
光
院
者
捌
院
也
、
、昔
記
日
次
、
二
三
九
万
里
小
路
家
有
ヲ
寫
置
者
也
正
長
二
夏
日
惠
照
國
師
右
佛
立
惠
照
國
師
之
事
者
、
万
里
小
路
家
内
大
臣
時
房
、
稱
光
院
仙
洞
ニ
ハ
コ
シ
ウ
ト
、
三
代
之
天
子
江
戒
師
に
立
、
惠
照
國
師
二
成
被
下
候
、
淨
土
念
佛
宗
、
正
長
年
中
迄
ハ
出
世
之
儀
無
之
處
二
、
此
等
熙
上
人
ヨ
リ
出
世
香
衣
紫
衣
之
始
タ
リ
、
出
世
之
根
本
淨
花
院
二
相
究
者
、
於
天
下
ア
ラ
ソ
ヒ
不
可
有
之
、
若
於
違
亂
者
、
舊
記
出
メ
、
可
盡
疑
滯
、
仍
而
如
件
、
正
長
二
年
夏
日
惠
照
デ
山
中
、
・
、門
徒
中
(
任
)
淨
華
院
第
十
世
松
林
院
栖
賢
安
養
院
之
等
熙
住
國
師
壽
像
賛
深
移
林
千
蘊
於
黒
谷
∵
戮
讙
ゴ
ハ
時
塰
於
淨
鑑
、
占
ノ
ニ
ス
ヲ
ク
キ
ズ
シ
ス
ン
ト
カ
ニ
正
覺
場
一成
二
正
覺
一、
戒
珠
無
レ
瑕
、
安
心
起
行
欲
レ
生
二
我
國
一
、
ナ
ラ
ヲ
ヘ
ノ
ニ
ヲ
ニ
ノ
則
我
國
不
レ
遐
、
寳
瓶
貯
二
八
功
徳
水
一、
獲
二
之
釋
迦
一
、
一
朝
ご
四
〇
國
師
・
襲
蔑
映
蒼
髪
裟
マ
蟄
鈎
法
乳
暮
衆
簪
ク
ス
ア
ク
ア
ヲ
ニ
メ
ヲ
群
之
龍
種
咸
生
二
渥
注
一、
因
誦
一二
偈
一日
、
シ
ヲ
讃
揚
難
レ盡
算
二河
沙
一
ノ
サ
ヲ
利
劍
光
明
笑
二莫
耶
」
一
到
彌
陀
安
養
界
元
來
是
我
法
王
家
子
時
正
長
第
二
、
・六
月
九
日
ー
本
紙
日
文
安
三
年
正
月
十
一
日
ー
從
亠
位
内
大
臣
藤
原
朝
臣
時
房
號
建
聖
院
本
院
記
文
寫
畢
私
考
(蘂
諮
蕪
鱇
読
輻
魏
也
文
安
三
丙
寅
歳
今
至
貞
享
元
甲
子
歳
(
既
成
二
百
三
十
九
歳
也
絡
空
維
胆時
一知
心祿
六
歳
・次
癸
酉
初
冬
下
浣
五
夜
亥
子
丑
主
刻
之
間
書
留
者
也
蓮
池
堂
〔
三
五
〕
清
淨
華
院
不
動
縁
起
'
清
淨
華
院
不
動
尊
縁
起
夫
以
大
聖
不
動
明
王
ハ
、
外
に
忿
怒
の
相
を
現
し
、
内
に
慈
悲
の
こ
丶
ろ
を
極
て
、
其
所
居
な
し
、
但
衆
生
心
想
の
中
に
住
す
、
衆
生
界
無
邊
な
る
か
故
に
、
法
身
の
躰
ひ
ろ
し
、
法
身
の
躰
ひ
ろ
き
か
故
に
、
法
界
に
あ
ま
ぬ
し
、
法
界
に
遍
ゆ
へ
に
、
無
相
を
も
つ
ズ
躰
と
し
て
し
か
も
相
あ
り
、
行
者
の
こ
丶
ろ
に
刃
た
か
ふ
て
、
其
形
躰
を
現
し
給
ふ
、
金
剛
智
の
利
劍
を
執
て
は
衆
魔
遊
斷
し
、
金
剛
定
の
強
縛
を
以
て
は
結
業
を
縛
し
、
本
軆
盧
遮
那
久
遠
成
正
覺
の
大
聖
大
慈
甚
深
不
可
思
儀
な
り
、
こ
丶
に
當
院
に
代
々
傳
て
一
書
の
不
動
の
尊
像
ま
し
ま
す
、.其
靈
驗
な
ら
ふ
に
類
ひ
な
乃
、
往
昔
三
井
寺
に
智
興
と
い
へ
る
大
徳
あ
り
、
病
に
ふ
し
て
馨
療
す
て
に
し
る
し
あ
ら
す
、
其
徒
歎
く
に
あ
ま
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
文
(二
)
り
あ
り
、
時
に
安
倍
晴
明
陰
陽
の
術
を
き
わ
め
、
死
生
の
柄
を
權
す
と
聞
て
、
徒
師
の
病
を
救
ん
こ
と
を
こ
ふ
、
晴
明
日
、
法
師
の
や
ま
ひ
治
し
か
た
し
、
し
か
れ
と
も
一
の
秘
符
を
傳
へ
り
、
若
人
を
し
て
師
に
か
へ
は
、
我
其
ミ
ち
を
こ
～
ろ
む
へ
し
と
云
り
、
は
し
め
師
の
病
を
患
る
徒
お
ほ
く
し
て
、
わ
れ
師
の
命
に
か
は
る
ミ
ち
あ
ら
は
、
た
れ
か
か
は
ら
さ
ら
む
や
と
い
ひ
あ
へ
る
に
、
ま
さ
し
く
安
氏
の
詞
を
聞
て
、
あ
し
な
へ
身
を
し
丶
め
て
答
る
も
の
な
し
、
證
空
と
い
へ
る
弟
子
あ
り
、
思
へ
ら
く
、
法
の
爲
に
身
を
捨
る
ハ
大
士
の
常
な
り
、
况
や
師
に
か
は
り
て
死
せ
ん
事
い
か
て
か
し
り
そ
く
へ
き
、
則
安
氏
に
其
趣
を
か
た
り
ぬ
、
又
云
、
わ
れ
に
と
し
老
た
る
母
あ
り
、
こ
れ
に
告
す
し
て
死
門
に
お
も
む
か
は
、
ま
す
く
愁
恨
ふ
か
丶
ら
ん
か
、
今
一
た
⑳
ま
み
え
て
後
に
心
さ
し
を
と
け
ん
と
て
、
母
の
所
に
む
か
ひ
て
有
さ
ま
を
か
た
り
け
れ
激
、
母
の
い
わ
く
、
ど
し
既
老
て
蕉
沫
の
命
旦
暮
に
あ
り
、
た
丶
汝
を
の
ミ
光
の
も
し
と
思
つ
る
に
、
い
か
て
か
わ
れ
に
さ
き
た
丶
ん
や
、
命
な
か
さ
の
い
と
つ
ら
さ
よ
、
し
か
れ
と
も
師
に
か
は
り
て
死
せ
ん
と
お
も
ふ
、
1
1
　
f
.1
;
も
つ
と
も
勇
勤
な
り
、
汝
し
す
と
も
わ
れ
を
地
下
に
わ
す
る
丶
こ
之
な
か
れ
と
、
空
よ
ろ
こ
ひ
て
寺
に
歸
り
ぬ
、
安
氏
方
術
を
ほ
と
こ
せ
は
、
興
の
疾
ハ
す
み
や
か
に
愈
て
、
空
そ
の
ま
丶
お
も
き
や
ま
ひ
を
受
て
、
身
い
た
つ
か
わ
し
く
心
せ
ま
り
ぬ
、
然
に
空
考
し
比
不
動
の
尊
像
を
も
た
り
、
此
日
夢
に
も
あ
ら
す
現
と
も
な
く
、
明
王
告
て
曰
く
、
・汝
す
て
に
師
に
か
は
れ
り
、
わ
れ
も
亦
汝
に
か
は
ら
ん
と
の
た
ま
ひ
し
か
は
、
空
感
喜
し
て
つ
ら
く
尊
像
を
拜
し
奉
る
に
、
疾
の
か
た
ち
あ
る
に
丶
て
、
涙
の
し
た
～
り
眸
に
あ
り
、
空
の
や
ま
ひ
師
い
へ
ぬ
、
都
人
士
女
そ
の
靈
驗
を
感
し
、
世
擧
て
泣
不
動
尊
と
稱
り
、
眸
を
拜
し
奉
る
に
、
涙
の
あ
と
あ
ら
鬼
な
る
か
こ
と
く
今
に
う
せ
す
、
抑
此
寺
の
寳
物
な
る
か
ゆ
へ
は
、
當
院
五
世
の
住
持
向
阿
是
心
上
人
、
は
し
め
は
三
井
寺
の
住
侶
な
り
し
に
、
一
向
專
修
の
門
に
心
さ
し
、
此
院
に
入
て
、
禮
阿
上
人
に
習
學
す
、
一
山
の
衆
徒
く
ら
き
に
灯
を
失
ふ
こ
と
く
に
て
、
其
跡
を
し
た
ひ
て
出
る
に
、
一
首
の
哥
を
短
冊
に
書
て
影
向
の
松
の
枝
に
か
け
ら
れ
た
り
、
お
も
ひ
た
つ
衣
の
色
ハ
う
す
く
と
も
か
へ
ら
し
も
の
と
墨
染
の
二
四
二
由
円
・
ネ
衆
徒
こ
れ
を
ミ
て
涙
た
も
と
を
う
る
ほ
し
て
、
寺
に
立
か
へ
り
ぬ
、
向
阿
つ
ね
に
此
不
動
尊
の
書
像
を
信
し
て
奉
持
せ
る
ゆ
へ
に
、
身
を
は
な
た
す
當
院
に
持
來
り
て
、
靈
寳
の
其
隨
一
と
な
れ
り
、
明
王
の
威
徳
い
ま
に
い
ち
し
る
し
、
此
像
は
智
證
大
師
の
筆
と
な
む
い
ひ
傳
へ
侍
へ
る
な
り
(万
里
小
路
)
權
大
納
言
淳
房
拜
書
佛
陀
寺
文
書
〔
一
〕
後
土
御
門
天
皇
綸
旨
蝦
佛
陀
寺
爲
勅
願
所
、
令
相
承
西
山
西
谷
之
法
流
、
可
奉
所
明
世
明
時
之
聖
祚
者
、
天
氣
如
此
、
仍
執
達
如
件
、
(勸
修
寺
)
文
明
八
年
六
月
廿
七
日
右
中
辨
政
顯
邦
諌
上
人
御
房
デ
〔
ご
〕
後
柏
原
天
皇
綸
旨
佛
陀
寺
數
年
退
轉
之
事
、
叡
慮
歎
思
食
處
、
再
興
之
企
、
叡
感
餘
不
淺
、
依
之
令
任
住
持
職
訖
、
彌
成
出
來
之
思
、
可
抽
佛
法
興
隆
者
、
天
氣
如
斯
、
仍
執
達
如
件
、
」
永
正
五
年
六
月
廿
六
日
右
中
將
正
孝
上
人
御
房
〔
三
)
可
竹
軒
禁
制
禁
制
佛
陀
寺
一
、
軍
勢
甲
乙
人
亂
入
狼
籍
事
一
、
寄
宿
停
止
事
付
伐
操
竹
木
事
一
、
諸
役
申
懸
事
右
條
々
堅
被
停
止
訖
、
若
當
手
輩
令
違
犯
者
、
可
被
處
嚴
科
由
候
也
、
仍
下
知
如
件
、
享
祿
貳
年
十
二
月
六
日
可
竹
軒
(花
押
)
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遐
文
(二
)
〔
四
〕
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
爵○
折
'
糸
城
州
深
草
内
貳
拾
六
石
事
、
宛
行
之
訖
、
全
領
知
可
專
寺
役
事
、
專
一
候
也
、
天
正
十
三
十
一
月
廿
一
日
(朱
印
)
一
條佛
陀
寺
〔
五
〕
徳
川
家
康
黒
印
状
山
城
國
深
草
之
内
貳
拾
六
石
之
事
、
全
可
寺
納
者
也
、
仍
如
件
、
元
和
元
年
七
月
廿
七
日
(黒
印
)
一
條佛
陀
寺
〔
六
〕
徳
川
秀
忠
朱
印
状
山
城
國
深
草
内
貳
拾
六
石
事
、
任
去
元
和
元
年
七
月
廿
七
日
先
到
之
旨
、
彌
不
可
有
相
違
者
也
、
ご
四
三
元
和
三
年
七
月
廿
一
日
(朱
印
)
一
條佛
陀
寺
源
聖
寺
文
書
〔
一
〕
源
聖
寺
縁
起
源
聖
寺
緑
起
そ
れ
法
ひ
と
り
ひ
ろ
ま
ら
す
、
是
を
ひ
ろ
む
る
事
、
人
に
あ
り
、
人
わ
れ
と
悟
ら
す
、
さ
と
り
を
得
る
事
、
か
な
ら
す
法
に
よ
る
、
此
故
に
人
法
た
か
ひ
に
嘉
敬
せ
す
ん
は
あ
ら
し
、
爰
に
攝
州
西
成
郡
大
坂
西
寺
町
東
營
山
西
岸
院
源
聖
寺
ハ
、
上
古
同
郡
の
寺
嶋
に
あ
り
、～
そ
の
時
ハ
西
岸
寺
と
い
へ
り
、
す
な
ハ
ち
寺
嶋
の
名
も
此
寺
名
に
よ
り
て
な
の
れ
り
、
寺
の
開
基
ハ
深
蓮
瓧
遠
譽
上
人
荷
公
和
筒
と
申
て
、
生
國
ハ
奥
州
衣
川
何
某
の
子
な
り
け
る
か
、
繼
母
の
ね
た
み
に
懸
り
、
三
歳
の
比
、
父
の
隙
を
う
か
丶
ひ
、
筑
母
を
語
ら
ひ
て
、
衣
川
に
し
つ
め
ら
る
、
然
る
處
に
、
二
四
四
川
下
に
流
れ
岸
に
打
寄
て
、
七
日
を
經
れ
と
も
死
せ
す
、
川
邊
の
漁
夫
、
童
子
の
な
く
聲
を
聞
て
立
寄
、
ひ
ろ
ひ
取
て
養
育
す
る
に
、
そ
の
性
か
し
こ
く
、
月
日
か
さ
な
る
に
隨
ひ
て
、
智
辨
さ
と
き
事
、
こ
と
人
に
替
り
、
見
る
人
感
を
催
し
、
き
く
も
の
驚
か
ぬ
ハ
な
し
、
よ
ふ
や
く
七
年
を
經
る
比
に
、
父
件
の
子
細
を
つ
た
へ
聞
て
、
養
父
も
ろ
と
も
に
招
き
寄
ら
れ
、
童
子
に
向
ひ
仰
け
る
は
、
汝
ハ
家
を
續
へ
き
尊
長
な
れ
と
も
、
繼
母
一
旦
の
か
り
の
い
き
と
ほ
り
に
し
つ
ミ
、
親
子
の
中
不
和
な
れ
は
、
相
續
は
か
り
難
し
、
は
や
く
俗
を
遁
れ
法
師
と
な
り
て
、
父
か
菩
提
を
と
ふ
ら
ひ
、
ミ
つ
ら
の
解
脱
を
も
求
め
ん
に
ハ
し
か
し
と
、
申
さ
れ
け
れ
は
、
童
子
ハ
仰
に
伏
し
て
、
そ
れ
よ
り
常
陸
國
瓜
連
淨
幅
寺
に
お
ゐ
て
出
家
受
戒
し
、
一
字
を
習
ヘ
ハ
十
字
を
知
り
、
一
儀
を
聞
て
ハ
多
義
に
通
し
、
螢
雪
讃
仰
の
勤
あ
は
け
し
く
、
絡
に
智
道
秉
備
の
學
匠
と
な
れ
り
、
世
こ
そ
り
て
權
化
の
示
現
か
と
い
へ
り
、
そ
れ
よ
り
齢
ひ
六
十
に
及
ひ
、
慶
長
元
年
の
春
、
父
の
言
葉
の
忘
れ
か
た
く
、
又
世
の
無
常
の
身
に
せ
ま
れ
は
、
ひ
そ
か
に
寺
を
出
歩
し
、
行
脚
斗
藪
の
身
と
成
て
、
諸
國
を
修
行
せ
ら
れ
、
當
國
二
足
下
を
留
め
、
寺
嶋
に
草
庵
を
結
ひ
、
晝
夜
不
臥
に
し
て
、
六
時
の
勤
行
お
こ
た
ら
す
、
道
心
堅
固
な
り
け
れ
は
、
諸
人
そ
の
高
徳
を
感
し
、
貴
賤
群
を
な
し
、
改
て
一
宇
の
堂
と
な
せ
り
、
時
に
東
國
よ
り
來
り
行
業
を
西
海
の
岸
に
い
と
な
む
故
に
、
東
營
山
西
岸
寺
ど
号
し
、
本
尊
は
安
(
快
慶
)
阿
彌
の
彫
刻
、
立
身
二
尺
五
寸
の
彌
陀
の
尊
像
を
安
置
す
、
す
な
ハ
ち
開
山
遠
譽
上
人
諸
國
行
脚
に
身
を
は
な
た
す
も
り
あ
か
め
給
ふ
奪
體
な
り
、
大
坂
一
亂
の
時
に
は
(
遠
譽
こ
の
佛
を
お
ひ
奉
り
て
、
北
地
の
吹
田
川
ま
て
迯
ゆ
き
け
る
處
に
、
盜
賊
と
も
お
り
あ
ひ
て
、
遠
譽
を
剥
と
り
、
'佛
像
を
水
中
に
投
入
け
る
か
、
川
下
に
流
れ
波
に
漂
へ
て
、
も
と
す
み
給
へ
る
寺
嶋
の
門
前
の
岸
に
流
れ
よ
り
、'
藻
屑
に
う
つ
も
れ
て
い
ま
せ
り
、
然
と
も
人
更
に
是
を
知
ら
す
、
そ
れ
よ
り
天
下
太
夲
に
し
つ
け
く
、
國
家
も
安
全
に
納
り
け
れ
は
、
遠
譽
ハ
も
と
の
寺
に
立
歸
り
居
住
せ
ら
る
、
時
に
濱
川
の
鳫
木
の
申
よ
り
光
明
の
耀
き
け
れ
は
、
諸
人
奇
異
の
思
ひ
を
な
す
中
に
、
遠
譽
ハ
す
な
ハ
ち
こ
も
く
を
拌
わ
け
見
給
へ
る
に
、
年
來
持
念
せ
ら
れ
し
本
堂
の
靈
像
、
嚴
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遺
文
(二
)
然
と
し
て
お
わ
せ
り
、
隨
喜
感
嘆
斜
な
ら
す
、
急
き
衣
の
袖
に
移
し
掬
て
、
二
度
是
を
安
置
し
け
り
、
現
に
い
ま
の
本
堂
佛
こ
れ
な
り
、
爰
に
元
和
年
中
に
東
照
神
君
天
下
を
お
た
や
か
に
鎭
め
給
ひ
て
後
、
民
家
を
ゆ
た
か
に
居
せ
し
め
ん
と
覺
し
め
さ
れ
、
散
在
せ
し
寺
院
を
一
所
に
集
め
置
し
む
、
此
故
に
い
ま
此
地
に
移
れ
り
、
然
る
時
に
遠
譽
お
も
へ
ら
く
、
い
ま
寺
地
も
替
り
け
れ
は
、
寺
号
山
号
を
改
め
む
と
て
、
初
の
寺
号
を
院
号
に
用
ひ
て
西
岸
院
と
名
付
、
ま
た
予
ハ
源
空
上
人
の
ミ
な
も
と
湛
へ
て
吉
水
の
流
れ
を
く
む
ひ
し
り
な
れ
は
と
て
、
源
聖
寺
と
改
め
ら
る
、
宜
な
る
か
な
、
遠
譽
上
人
の
化
盆
、
元
祀
源
空
上
人
に
も
ひ
と
し
か
ら
ん
ど
諸
人
の
歸
敬
せ
る
事
、
そ
の
故
あ
る
を
や
、
然
れ
は
爰
に
遠
譽
上
人
多
年
秘
藏
せ
ら
れ
し
一
箇
の
羽
釜
あ
り
、
是
ハ
む
か
し
右
大
將
頼
朝
公
牧
狩
の
時
に
、
富
士
淺
間
の
御
神
殿
よ
り
灸
夢
の
告
有
て
あ
た
へ
給
へ
る
三
足
の
御
湯
の
釜
な
り
、
そ
の
故
ハ
、
さ
し
も
嶮
き
冨
士
山
{
谷
峯
は
る
か
に
隔
た
り
、
岩
角
す
る
と
に
し
て
、
書
夜
心
身
を
な
や
ま
し
、
群
勢
も
つ
か
れ
馬
足
も
お
と
ろ
へ
た
る
へ
き
に
、
此
釜
の
湯
を
用
ひ
は
、
心
二
四
五
も
す
ミ
身
も
健
に
な
り
、
恙
な
か
ら
ん
ど
の
聯
勅
に
ま
か
せ
、
戴
き
用
ひ
け
る
時
に
、
釜
よ
り
出
る
温
湯
ハ
甘
露
と
や
い
は
ん
、
諸
人
味
ひ
に
な
つ
ミ
愛
を
な
し
て
、
數
奇
こ
の
ミ
、
つ
か
れ
を
忘
れ
、
勢
を
ま
し
、
命
を
つ
な
く
藥
湯
の
出
た
る
釜
な
り
、
開
山
の
父
、
先
租
よ
り
傳
來
せ
し
か
、
遠
譽
を
出
家
相
續
せ
し
め
、
長
命
に
し
て
化
導
永
か
ら
し
め
ん
と
の
芳
心
に
よ
り
て
、
是
を
ゆ
つ
ぴ
給
ふ
な
り
、
此
釜
い
ま
に
當
山
什
物
の
隨
一
な
り
、
開
山
の
由
緒
ど
こ
の
釜
の
事
ハ
、
京
童
跡
追
と
い
ふ
書
に
く
ハ
し
く
の
せ
て
、
世
に
流
布
す
、
開
山
在
世
の
時
、
ミ
つ
か
ら
赤
栴
檀
に
て
一
刀
三
禮
に
彌
陀
の
尊
形
を
造
り
、
繼
母
の
方
へ
途
ら
る
、
そ
の
故
ハ
、
今
わ
れ
出
家
相
續
せ
し
ハ
、
ひ
と
へ
に
こ
れ
母
の
ね
た
み
の
因
縁
に
よ
る
、
然
る
時
ハ
母
ハ
我
た
め
に
ハ
善
知
識
な
れ
は
、
怨
を
ひ
る
か
へ
し
て
謝
徳
の
情
を
の
へ
、
佛
道
に
入
し
め
て
一
佛
淨
土
の
結
縁
を
な
さ
し
め
ん
と
の
方
便
な
り
、
又
自
作
の
眞
影
を
殘
し
て
當
寺
に
存
在
せ
り
、
開
山
在
世
の
比
、
藤
澤
の
遊
行
上
人
と
も
法
中
の
ち
な
み
ふ
か
く
、
出
離
の
亠
大
事
な
と
底
意
な
く
語
り
あ
ひ
、
入
魂
他
に
こ
と
な
り
、
是
に
依
二
四
亢
て
、
か
の
代
々
の
上
人
そ
の
跡
を
し
た
ひ
、
回
國
修
行
に
大
坂
來
臨
の
時
ハ
、
か
な
ら
す
當
山
を
宿
坊
と
し
て
化
盆
を
な
し
、
詩
歌
を
も
殘
せ
し
化
縁
年
ひ
さ
し
、
爰
に
遠
譽
上
人
は
る
く
ど
思
ひ
し
年
の
末
の
松
も
、
や
す
く
越
ぬ
る
老
の
波
な
れ
は
、
'
元
和
四
年
臘
月
朔
日
に
天
年
す
て
に
逼
り
、
正
念
に
安
住
し
て
十
念
を
具
足
し
、
寂
然
ど
し
て
息
た
え
ぬ
、
時
に
行
年
八
十
九
な
り
、
見
聞
の
道
俗
み
な
隨
喜
の
涙
を
落
さ
ぬ
ハ
な
し
、
今
苔
む
し
た
る
逡
廟
な
を
存
す
、
寳
永
五
年
に
至
り
て
九
十
五
の
春
秋
を
經
た
り
、
誠
に
道
心
堅
固
に
し
て
智
惠
深
遠
な
り
け
れ
ハ
、
虎
の
角
を
戴
く
か
こ
と
し
、
自
行
化
他
そ
な
ハ
り
た
れ
は
、
生
蓮
花
中
あ
に
は
る
か
な
ら
む
や
、
し
か
れ
は
舊
記
二
の
す
る
文
字
か
な
の
つ
た
な
き
を
、
今
あ
ら
た
め
て
、
後
世
の
龜
鏡
に
そ
な
ふ
者
也
、
子
時
寳
永
五
戊
子
天
孟
秋
念
五
日
源
聖
寺
現
住
淨
譽
比
丘
謹
白
寛
政
六
甲
寅
の
春
、
大
和
巡
行
の
折
か
ら
、
浪
華
源
聖
寺
へ
宿
り
ぬ
、
彼
寺
の
開
山
遠
譽
上
人
縁
起
な
ど
見
侍
り
け
れ
ハ
、
法
然
上
人
の
源
の
な
か
れ
を
く
む
聖
り
な
れ
ハ
、
寺
を
源
聖
寺
と
名
と
な
ん
し
け
れ
ハ
、
念
佛
の
行
者
四
修
か
く
る
事
な
か
れ
と
御
教
誠
あ
ら
せ
給
ひ
け
れ
ハ
、
吉
水
の
な
か
れ
を
く
む
聖
り
は
四
修
策
勵
怠
ら
す
、
稱
名
の
聲
に
隨
き
た
る
決
定
往
生
の
心
行
を
は
け
む
へ
き
も
の
な
り
、
　
　
ま
　
華
頂
山
五
十
九
世
前
大
僣
正
實
譽
恭
敬
修
世
に
ご
ゆ
る
佛
の
御
名
を
呼
聲
ハ
心
に
し
み
て
た
う
と
か
り
け
り
無
餘
修
あ
ミ
た
佛
と
い
ふ
よ
り
外
ハ
難
波
菅
す
け
つ
丶
た
こ
そ
御
名
ハ
唱
へ
め
無
間
修
朝
夕
に
つ
ま
い
る
す
丶
の
隙
も
な
く
あ
ミ
た
佛
の
迎
へ
を
そ
ま
つ
長
時
修
京
畿
淨
土
宗
寺
院
遐
文
(二
)
出
る
息
の
か
へ
ら
ぬ
聲
の
露
の
周
の
身
を
は
蓮
の
花
に
宿
と
ざ
ん
聖
阿
攝
光
七
十
九
歳
書
(印
)
二
四
七

